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第43回　鳴教大　教育・文化フォーラム実施要項
平成29年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会
テーマ：「いじめを考える」
1 ．趣　　旨 鳴教大　教育・文化フォーラムは，現職教員，学生，一般市民を対象に，教育・文化
への理解を含め，教育研究交流の促進を図ることを目的として，平成 7年度から毎年
開催している。
43回目となる今年は，テーマを「いじめを考える」とし，本学が平成27年度からいじ
め問題克服に寄与するため，教員養成 4大学（宮城教育大学・上越教育大学・鳴門教
育大学・福岡教育大学）で協働実施している「BP（いじめ防止支援）プロジェクト」
の研修会と共同開催する。
BPプロジェクトは，国立教育政策研究所や日本生徒指導学会等の関係機関，各地の
教育委員会等の協力を得て，いじめ防止に係る教員や学校の生徒指導力向上のための
各種支援事業，教育研究事業，研修事業，シンポジウム開催等を各大学協働で行って
おり，「BPプロジェクト徳島大会」は，全国 4か所で開催される研修会の一つである。
2 ．会　　場 鳴門教育大学講堂（鳴門市鳴門町高島字中島748）
3 ．サテライト会場（遠隔講義システムを用いたサテライト型講演）
　　　　　　　鳴門教育大学講義棟B201
　　　　　　　阿南会場　つながルーム阿南（阿南市立阿南第一中学校会議室）
　　　　　　　美馬会場　つながルーム美馬（美馬市役所北館内会議室）
4 ．参加対象 現職教職員，学生及び一般
5 ．主　　催 国立大学法人　鳴門教育大学
6 ．共　　催 鳴門市教育委員会・宮城教育大学・上越教育大学・福岡教育大学
7 ．協　　力 阿南市教育委員会，美馬市教育委員会（サテライト配信）
8 ．後　　援 文部科学省・国立教育政策研究所・日本生徒指導学会・鳴門生徒指導学会・公益社団
法人日本 PTA全国協議会・徳島県教育委員会・徳島県小学校長会・徳島県中学校長会・
徳島県高等学校長協会・徳島県国公立幼稚園長会・徳島新聞社・四国放送株式会社・
NHK徳島放送局・朝日新聞徳島総局・毎日新聞徳島支局・読売新聞徳島支局・産経
新聞社徳島支局・共同通信社徳島支局・時事通信社徳島支局・株式会社日本教育新聞
社
⑴　開催日　　平成29年 8 月 8 日㈫　 8：50～12：10
⑵　定　員　　鳴門会場　300人（最大500人）
　　　　　　　阿南会場　　30人（最大　40人）
　　　　　　　美馬会場　　30人（最大　40人）
⑶　参加料　　無料
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8 ：30～ 8 ：50 開場・受付
8 ：50～ 9 ：05 開　　会 総合司会　鳴門教育大学　教　授　　小坂　浩嗣
開会挨拶 鳴 門 教 育 大 学　学　長　　山下　一夫（ 5分）
鳴門市教育委員会　教育長　　安田　　修（ 5分）
9：10～10：40 講　　演 「いじめ対応を考え直す時」（90分）
講　師　鳴門教育大学地域連携センター
所　長　　阪根　健二（さかね　けんじ）
（休　　憩）
11：00～12：00 講　　演 「子どもの心と大人の知恵」（60分）
講　師　鳴門教育大学　学　長　　山下　一夫
（やました　かずお）
12：00～12：05 閉会挨拶（謝辞）　鳴門教育大学　理事・副学長　　佐古　秀一（5分）
12：05～12：10 閉　　会 総合司会　鳴門教育大学　教　授　　小坂　浩嗣
⑷　日　程［ 8：50～12：10（受付 8：30～）］
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総合司会（小坂）
　皆様，お待たせいたしました。只今より「第43回鳴教大教育・文化フォーラム」，並びに「平成29
年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会」を開催いたします。私，本日の総合司会を務めさせていただ
きます，本学の教職大学院，小坂浩嗣と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　まず最初に，お知らせがございます。本日，特別講演の講師として義家弘介文部科学副大臣をお招
きするよう調整しておりましたが，公務の都合により来学することができなくなりました。
　また義家氏に代わり，講師として来ていただくことになっておりました文部科学省初等中等教育局
児童生徒課長，坪田知広氏，そして本学の特任教授である森田洋司氏，お二人も昨日の台風のため，
来学することができなくなりました。
　そこで，本日の講師については地域連携センター所長，阪根健二と本学学長，山下一夫が務めます。
皆様にお詫びを申し上げ，お知らせをいたします。よろしくお願いいたします。
　それでは，開会にあたり主催者を代表し，本学学長，山下一夫よりご挨拶申し上げます。よろしく
お願いいたします。
山　下　一　夫（鳴門教育大学　学長）
　皆さん，おはようございます。ご多用中にもかかわらず，お集まりいただきまして，誠にありがと
うございます。阿南市と美馬市のサテライト「つながルーム」にお越しの先生方，無事に配信できて
いますでしょうか。主催者を代表して挨拶を述べさせていただきます。
　総合司会の小坂教授から話がありましたように， 3人の講師の方々が，誠に残念ですが本日お越し
いただけなくなりました。義家弘介文部科学副大臣，森田洋司文部科学省いじめ防止対策協議会座長，
森田先生は日本生徒指導学会会長でもあり，本学の特任教授も引き受けていただいています。そして，
坪田知広文部科学省初等中等教育局児童生徒課長です。
　平成25年（2013年） 6月に「いじめ防止対策推進法」が公布され，同年10月に「いじめ防止等のた
めの基本的な方針」が文部科学大臣決定されました。そして，今年，平成29年 3 月に，文部科学省は，
この「国のいじめ防止基本方針」を改定するとともに，「いじめの重大事態の調査に関するガイドラ
イン」を策定しました。まさに，この数年間，文部科学省にあって「いじめ防止対策」を進めてきた
のが，義家，森田，坪田の 3人の方々です。お 3人様とも，公務や台風のためどうしても来られなく
なり，非常に残念がっておられました。そして，参加者の皆様に是非よろしくお伝えください，との
ことでした。
　また，今回の鳴教大教育・文化フォーラムは，いじめ防止支援プロジェクト，BPプロジェクトの
研修会と共同開催です。このプロジェクトで連携している，見上一幸宮城教育大学長，川崎直哉上越
教育大学長，櫻井孝俊福岡教育大学長も，本日参加されることになっていたのですが，やはり台風の
ため来られなくなりました。
第43回　鳴門教育大学　教育・文化フォーラム
「平成29年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会『いじめを考える』」
平成29年 8 月 8 日㈫
【開会】
【主催者代表挨拶】
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　かような次第で，当初予定していた講演者や参加者が来られなくなり，本学の地域連携センター長
の阪根健二教授と私が，急遽，講演させていただきますが，何とぞご寛容下さい。二人とも，参加者
の皆さんと一緒に「いじめを考える」ことができ，いじめ問題に寄与することができればと願ってお
ります。ご協力ください。よろしくお願いいたします。
　なお， 8月31日まで本学の付属図書館において，いじめ関連の著作や資料を展示しています。お立
ち寄りいただければ幸いです。
　最後になりましたが，鳴門市教育委員会教育長安田修様をはじめ，本日の開催に向けて準備・運営
を担っていただきましたスタッフの皆さまに，この場を借りてお礼申し上げます。以上で，私の開会
の挨拶とさせていただきます。
総合司会（小坂）
　続きまして，このフォーラムを共催いたします鳴門市教育委員会教育長，安田修様よりご挨拶をい
ただきます。安田教育長様，よろしくお願いいたします。
安　田　　　修（鳴門市教育委員会　教育長）
　皆さん，おはようございます。鳴門市教育委員会教育長の安田修でございます。第43回鳴門教育大
学教育・文化フォーラムの共催者といたしまして，一言ご挨拶を申し上げます。
　夏休みも半分が過ぎましたが，本日このように大勢の方々のご参加をいただき，誠にありがとうご
ざいます。鳴門市教育委員会は鳴門教育大学教育・文化フォーラムの共催団体の 1つに加えていただ
きまして，鳴門教育大学と共に教育における様々な課題について取り組んでおります。
　本フォーラムへの参加につきましては，鳴門市の先生方には義務研修という形で全員参加を原則と
させていただいております。日頃は色々とご多忙である鳴門市内の全ての先生方が一堂に会して研修
することはなかなか難しい訳でございますが，本日はお互いに研修に専念をしていただき，実りある
ものにしていただければなと考えております。
　毎年，こうした研修の場を提供いただいております山下学長先生をはじめ，鳴門教育大学の先生方，
職員の皆様方に心から感謝を申し上げます。
　さて，今年度のフォーラムは「平成29年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会」を兼ねまして，「い
じめを考える」というテーマで開催されます。先ほど山下学長先生のお話にもございましたが，平成
25年 9 月から「いじめ防止対策推進法」が施行され，それに伴った施策が推進されてまいりました。
　しかしながら法が施行された後も，全国を見てみますと教職員によるいじめの情報の抱え込みと言
われるような状況も指摘され，いじめの初期対応が十分に認められず，児童・生徒の自殺に至った事
案が発生をしております。
　また，学校においていじめの重大事案・事態が発生しているにも関わらず，法律，基本指針，及び
調査の指針に基づく対応を行わないなどの不適切な対応があり，児童生徒に深刻な被害を与えたり，
保護者等に対して大きな不信を与えたりした事案が発生したとの報道がなされております。
　こうした事態に，より適切に対応するため，文部科学省では「いじめ防止対策協議会」等におきま
して，法の施行状況についての検証が行われ，国の基本方針の改定と重大事態の調査に関するガイド
ラインの策定が行われました。
　このような動きを受けまして，現在，鳴門市教育委員会におきましても，平成27年 3 月に策定をい
【共催者代表挨拶】
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たしました「鳴門市いじめ防止基本方針」の改定作業を鋭意進めているところでございます。今日お
集まりの先生方におかれましてはこのような動向を踏まえて，本市におきましていじめによる不幸な
事態を招くことがないよう，更なるお取り組みをお願いするところでございます。
　本日のフォーラムでは，「いじめ対応を考え直す時」と題しまして，山下学長先生と阪根健二先生，
お二人のご講演が予定されております。いじめ問題に対して深い学識・見識を有するお二人のお話は，
いじめ防止に取り組む私たちの確かな道標になることを確信してございます。
　最後になりますが，フォーラム開催に向けて種々ご尽力をいただきました鳴門教育大学の諸先生方，
BPプロジェクトの先生方をはじめ，関係者の皆様方に心より感謝を申し上げますとともに，本研修
会が充実したものになりますよう，ご参会の皆様方にお願いを申し上げまして，簡単ではございます
がご挨拶とさせていただきます。
　本日は皆様方，どうぞよろしくお願い申し上げます。
総合司会（小坂）
　安田教育長様，ありがとうございました。ここで講演のため，準備を行います。そのまましばらく
お待ちください。
　それでは，準備が整いましたので講演を始めさせていただきます。本日はこの会場とともに，サテ
ライト会場として阿南会場・美馬会場でも同時に講演をお聞きいただいております。
　それでは，地域連携センター所長，阪根健二が「いじめ対応を考え直す時」という演題で講演をい
たします。阪根先生，よろしくお願いいたします。
【講演】　「いじめ対応を考え直す時」
講 師　鳴門教育大学　地域連携センター所長 阪　根　健　二
阪　根　健　二（鳴門教育大学　地域連携センター所長）
　皆さん，おはようございます。急遽，講師の変更，そして台風ということで，皆さんには申し訳な
いなという形で，私の話になります。従いまして，“代役の代役”と言いますか，少し厳しい状態で
はございますが，今日はあえて皆さんに「いじめをどう見るか」という視点で考えていただこうと思っ
ております。
　と申しますのが，昨今のいじめの可能性のある自殺，また毎月のごとく発生する事案など，今非常
に厳しい状態でございます。ところが，これらのいじめ自殺について調査をすればするほど，学校は
努力していることが山ほど出てくるのです。しかし，亡くなった子どもたちの親御さんにとっては，
学校は許されないとなるのは，当然のことだと思います。ここに齟齬があるのです。
　私たちには，課せられたものがあります。個人あるいは個々の学校では，対応できないことが多々
あります。もっと言えば，幼・小そして小・中・高と，まさにこの連携なくしては，このいじめ対策
がなかなか上手くいかないと思っております。今日は洒落たお話はできませんが，今日はサテライト
で接続した美馬も阿南も，そして私たち鳴門も一緒になって，いじめ事案において，本当に何があっ
たのかというところまでしっかりと話していきたいと思います。同時に，夏休み明けの時期に，全て
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の子どもたちが元気に学校に来られるようにするためには，教師や大人は何をすれば良いのかという
ことまでお話しさせていただきます。
　「いじめ対応を考え直す時」，この“時”を皆さんに最初に周知しました時は，ひらがな書きでした。
これは“とき”というのは時間だけでなく様々なきっかけを意図しましたが，今回このパワポは“時”，
いわゆる時系列を意識しています。つまり今が，その時だということです。
　さて，昨今の新聞記事では，学校に対して厳しい論調です。その理由の 1つは，「対応の拙さ」，こ
れは後ほどまたお話をしますが，ちょっとしたことから始まります。 2つ目が「生徒指導の課題」，
これは本質であり，我々も少し考えてみないといけません。実は，問題なのは“学校風土”なのかも
しれません。私たちは学校という中で仕事をしてきました。そうなると，どうしても一般と私たちの
間に，何らかの齟齬が生まれることがあります。この辺りに一番大きな問題があるのではないかと思
うのです。
　では，実際はどうなのか，今日はここから入ります。では，今の社会の課題は何でしょうか。まさ
に間違った情報，デマとか噂など，SNS の時代の課題でございます。皆さんもどこまで信じるのか，
政府の問題，最近の色々な噂，国会議員の不倫の問題，週刊誌ネタなど，正直もう何がなんだか分か
らないというのが正直なところでしょう。どれが本当でどれが嘘で，どれが噂なのかというのも全く
分かりません。そして何かが起きたときに，どうしていいのか分からないという現実です。皆さんも
そうですよね。もし皆さんの学校で不幸な事件が起きたときは，誰がどうするのかということが決め
られていても，実際はそうはいきません。なぜかというと，本当に分からないからです。
　そして，事件が起きても，人のことだと思い，自分のこととして考えないのです。先ほど申しまし
たように例えば，広島で起きた事件，取手で起きた事件，仙台で起きた事件は，自分には関係ないよ
うに見えますよね。でもこれがもし鳴門で起きたら，そうはいかないのです。事件は，いつどこでも
起きるのです。教員自身が被害者・加害者になることもあり得るのですから，どうしても自分事とし
ては考えないのです。
　少し考えてみましょう。オルポートはパーソナリティの研究者であり，若い時にフロイトと面識が
ありました。彼は，フロイトから「あなたの中に偏見があるでしょう。」と言われ，無意識について
の話を聞きました。その時に，オルポートがムカッとして，「絶対にフロイトと違う研究をしてやる。」
ということで，いわゆる偏見とか社会心理学の研究をされたそうです。
　彼は， 1枚の紙（電車の中の風景）を，ある人に見せて，「20項目ぐらい，あなたはここから拾い
出して Bさんに伝えてください」という実験をしました。それを聞いた Bさんは次に Cさんに，何
も見ずに20項目程度の情報を伝えました。つまり伝言ゲームの実験です。これは非常に有名なオルポー
トの実験（1945年頃）です。
　さあ最後にどうなったのでしょうか。皆さんも，伝言ゲームをしていると，どうなるかお分かりで
すね。当然，内容は変わってきます。実は昨日，本学で開催された免許更新講習で，このオルポート
の実験を受講者にやってもらいました。学校の先生方なので，一般の方より正確に伝えていたのです
が，いつの間にか，この絵が森林の中を走っている電車に変わったり，あるいはこの中の乗客の人数
が変わったりと，どんどん変化していきます。
　実は，デマあるいは噂というのは，だいたいこういうものです。これは 3つに集約されると思いま
す。 1つ目は「平均化」です。省略をされていくのです。そして「誇張化」です。何かが強調されて
いくのです。 3つ目に「同化」です。先入観で変わってくるのです。もし，徳島の人にこの絵を見せ
ても，最初は電車であっても，徳島には電車がありませんから，いつの間にか汽車に変わっていくの
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です。町の中に走っているものが，いつの間にか森林の中で走っている。こう変わっていくのです。
それは先入観，ある意味ではその人の持っている知恵や経験によって変わっていくのです。これが人
間の良さでもありますが，怖さ，恐ろしさにもつながっていくことがあり，困った形でデマや噂とな
るのです。
　さて，オルポートは，単なる心理学の実験をした訳ではありません。実は「電車の中で黒人を脅し
ている白人がいる。その周囲に傍観者がいる。」という絵（電車の中で黒人を脅している白人の絵）
ですが，いつの間にか，白人が黒人に襲われているというように変わっていくのです。アメリカ社会
の現実についても，実験・実証しようとしたのですね。
　我々が子どもたちを見るとき，あるいは子どもが先生や友達を見るときに，いつの間にか，こうい
う同化とか，誇張とか，平均化とかという心理状態になっていることを，私たちも理解しなければい
けません。私が中学校教員だった頃，“ツッパリ”という，校内暴力が主流の時代でした。その頃は，「あ
いつは問題を起こす。」という先入観から，校内暴力が起きたこともあります。誤解をした教師の言
動によって，校内暴力が発生するということがあったのです。私も誤解したことがありました。です
から私たちは，ここは十分に意識をしておかないと，痛い目に遭うのです。もし皆さん興味があるな
らば，インターネットで「オルポート」で画像が取れますから，授業に使おうと思えば使えます。
　もう 1つ，「バートレット」です。これも有名な実験です。バートレットが，イギリスで行った実
験ですが，ある絵（フクロウの絵）を10秒間だけ見せます。見た人はこの絵を描きます。そして次の
人に再び10秒間だけ見せて，送っていきます。最後にどうなるのか。これも免許更新講習で行いまし
た。最初この絵を見た時に「これはどう見えますか？」と言いますと，「何か鳥のような，そんなイメー
ジです。フクロウですか？」，「あっお分かりですね，フクロウです。」と。この絵はフクロウを簡素
化したものですが，繰り返すたび，どんどん変わっていくのです。フクロウのこの絵，最後に何になっ
たと思いますか？　最後に別のものになっていったのです。皆さんにとって，フクロウのイメージが
非常に少ないですね。それでも日本人は，フクロウのイメージは少しはあります。しかし，イギリス
人はフクロウには全く馴染みがないんです。馴染みがないから，このフクロウの絵が，いつの間にか
猫の絵に変わっていったのです。
　こうした行為は，自分のスキーマ（思考と記憶の枠）で，見て考えるからです。このスキーマに合
わせて認識をしますから，人の記憶は事実の再現ではなく，スキーマの再現だったのです。だからこ
そ，子どもたちに勉強をさせなければいけない。本を読ませなければいけないし，体験させなければ
いけないと思います。今私が，この話をしているのが，いじめとどんな関わりがあるのか不可思議で
すよね。実はこれがいじめ対応にとって大事なだけではなくて，子どもたち自身が持つレジリエンス
（回復力）を作っていくのに大きな力になっていくのです。
　ではもう 1つ，今度は動画です。今から白いシャツの人が何回パスをするか数えましょう。パスを
する回数です。これは，ダニエル・シモンズの有名な実験です。（映像を見せる）いかがでしたか。
16回でしたね。16と分かった人はたいしたものですが，途中でゴリラが出てきたのが分かりましたか。
もしかすると，ゴリラが見えなかったかもしれません。これが“インビジブル・ゴリラ”，つまり人
は錯覚するのです。ゴリラがいた？見なかった？「いた」という方もいれば，「いなかった」という
方もいます。「いじめがあった？」，「なかった？」，いわゆる思い込みの怖さ，そして見えない自分を
知るということが重要です。先ほどの画像も，クリック 1つでYouTube から落とせます。「invisible 
gorilla」とか，あるいは「ダニエル・シモンズ」とかで検索をすると，すぐにダウンロードできます。
　その上で資料に戻りましょう。取手市教委管内で中学生の自殺があり，その原因として，いじめが
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浮かび上がりました。調査の過程で，いじめがあったかなかったで，混迷に至りました。取手市の教
育長さんは，しっかりとした教育長さんですが，現場の校長先生から教育長さんになったことから，
意外な落とし穴に落ち込んだといえるでしょう。どういうことなのか。ここが経験での判断，先入観
の怖さがあります。これは経験の怖さですが，過去に判断できたことも，今を判断できないことがあ
り得るのです。
　現在の生徒指導は，以前より安定しているといえますが，SNS など，見えないところで様々な事
件が起きています。もっと言えば過去は，中学校 2年あたりが難しく，校内暴力というのが，生徒指
導の一番の課題でしたが，今は違うようです。全国の学校を回っても，一番中学校で難しいのは中 1
だと言う教師は少なくありません。中 1に学級崩壊を起こしているようです。例えば，中 1に入って
きて 3ヶ月後ぐらいに突然，学級が制御不能になる。こんな中学校が数多くあります。校内暴力など
の事件を起こしている訳でもなければ，問題もないのですが，気が付けば制御不能な状態になり，そ
して学校がガタつき始め，保護者が揉めて，大きないじめ事件に発展していくのです。
　こんな例もあります。小学校の場合は，小 3・小 4頃で崩れると，高学年で制御不能になってくる
ことがあります。ところが，たまたま小 3・小 4に若い先生，あるいは年配でだいぶお疲れになった
先生が担任をしていたとしたら，その先生の責任のような方向に変化していきます。そうなると，あ
る程度指導力がある先生が頑張らなきゃいけないと思い，頑張りすぎて，気が付けばその先生を中心
にトラブルを起こすことがあります。学校がまとまらず，そこでの指導に対して，噂とか厳しい問題
に変質していくことがあるのです。こういう現実を考えると，私たちは今こそ対応しなければいけな
いと考える時でしょうね。今，徳島県内は落ち着いていると思います。そういうときにやらなければ
いけないことがあるのです。
　さて，先ほどの取手市の教育長さんが，この教員経験が仇となって，自殺の要因がいじめであると
判断できないと，保護者に伝えてしまいました。ここに大きなつまずきがあったのです。平成25年に
いじめの法律が出来た際に，いじめの定義が問題になりました。ところが，教育長さんはいじめの定
義を，過去の経験から判断したようです。今回，義家先生や坪田先生がおいでになっていたら，たぶ
んこのことをお話しになると思います。なぜかと言いますと，義家先生もそうですし，特に坪田課長
はこの法律を作る時に尽力された方なのです。この議員立法の中には，いじめの定義がきちんと書か
れていますが，それは現場にとって極めて厳しい定義です。ある意味，教員に対して，「いじめ対応
をちゃんとやれ！」ということが盛り込まれているのです。教員に任せられないから，国家権力があ
なた方を縛るよということを言っているものだと，あえて理解してください。つまり，パターナリズ
ムですね。もしここに森田先生がいたら，講演でしっかりとこの点を扱われるでしょう。こうした流
れは，私たちの努力が足りなかったというだけではなく，私たちが一生懸命やっていたのに，効果が
出なかったからこそ示されたものです。
　だから皆さん，「もう愛とロマンだけで語るのはやめましょう，理性的に対応しましょう。」と，訴
えるのです。このことを一番おっしゃられているのが，大阪大学の小野田正利先生です。“いちゃも
ん学”での保護者対応がこれです。数年前には，鳴教大で集中講義をお願いしたんです。
　昨年の12月，文部科学省から突然のお電話がありました。「12月24日に一橋講堂でいじめの勉強会
をやります。全国の附属の先生方を一堂に集めますから，阪根先生，来てもらえませんか。」と言わ
れました。つくばの中央研修では，いじめ関係の講師をしたり，学芸大学附属のいじめ問題のための
校内研修に参画をしたりしていた経緯もありましたので，私に声を掛けたんだろうと思いました。
　ただ，12月のこの時期は集中講義期間中ですので，あまり行きたくはなかったのですが，私どもは
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国立大学法人でございますので，無下に断る訳にもいかないと思い，「参りましょう」とお答えしま
した。行ってみて，来ている人たちのモチベーションは高くありませんでした。皆さんも夏のこの時
期の研修でのモチベーションはどうでしょうか。休業中は難しいですね。特に「12月24日に東京に集
まれ！」なら，モチベーションが上がる訳がありません。私は，大変なところに来てしまったなと思
いました。けれども，本日ここに来られる予定だった坪田課長様が，この日，ある事例を講演で持ち
出されたのです。これに驚くだけでなく，真意がつかめたのです。それは，「Aさんが同じクラスの
Bさんに頭をいきなり叩かれた。Aさんは泣きながら担任のところへ駆け寄り，Bさんに叩かれたと
訴えた。担任がBさんに問いただしたところ，Aさんを叩いたことを認めたため，厳しく注意をした。
AさんがBさんに叩かれたのは，後にも先にもこの日だけである。」という事例です。
　どこにでもある話ですね。私は中学校の教員をしていましたから，これをいじめと言いたいのだろ
うと，だいたい察しがつきましたが，これをいじめと言っていたら，毎日が大変だとマイナスに考え
てしまいます。もちろん，研修参加者は異論を感じていました。しかし坪田課長は続けます。もう一
つの事例を出してこられたのです。「Aさんが算数の問題を一生懸命に考えていたところ，隣の席の
算数が得意な Bさんは解き方と答えを教えてあげた。Aさんはあと一息で正解にたどり着くところ
であり，答えを聞いた途端，泣き出してしまった。このことでBさんは困惑してしまった。」という
事例です。こうなると，「何これ？これって，いじめ？」と思われるでしょう。
　さあ皆さん，ここからなんです。今日来られた一番大きな意義はここにあるのです。法律ができた
ら，必ずそこには「構成要件」があります。PKOの南スーダン日報問題でも，構成要件の中に「戦
闘状態」というのがありました。これが法律では，PKO撤退の条件です。つまり，法律には必ず構
成要件があるのです。これをきっちりとおさえてみると，いじめ防止対策推進法でいう「いじめの定
義」が見えてきます。
まず対象は，「児童生徒」です。この法律は幼稚園・保育所は対象ではなく，大学も違います。幼稚園・
保育所になると，もっと言えば虐待の世界になるでしょう。大学に来ると暴行・傷害の世界になるで
しょう。基本的には暴行・傷害も，すべてに関わってきますが，少なくとも，この法律は「児童生徒」
という概念ではありません。要は，小・中・高・特別支援に限定をした法律だということが，これで
分かるでしょう。
　 2番目は，「一定の人的関係」です。“人的”というのはある意味，曖昧語ですが，大きく網をかけ
るときに使う言葉です。この“的”に“な”が付くと，もっと曖昧にできます。「総合的な学習の時間」，
“な”が付いているでしょう。「総合学習」から「総合的学習」，「総合的な学習」と色々と変わってき
たでしょう。この「人的関係」，例えば学級，学校，塾，スポーツ少年団，クラブ活動，つまりそこ
で人間関係があるという意味です。学校はこれに入りますね。
　 3番目は，「心理的・物理的な影響」です。心理的影響というのは暴言とか，あるいは仲間外れで
すね。物理的影響は有形力の行使といって，いわゆる暴力とかが該当します。教員の体罰も有形力の
行使です。ですから，何らかの影響を与えたということなのです。
　そして，最後に「苦痛を感じている」という点です，これはお分かりですね。この 4つの要件で先
ほどの例を見直してみてください。 4つの要件が全て入っているのです。これを文科省は言いたいが
ために，12月24日に全国の附属の関係者を集めたんです。取手市の教育長さんはこのことを学んでい
なかった訳ではなかったのでしょうが，法律上のいじめと今までの社会通念，いわゆる経験との齟齬
がどうしても埋まらなかったのです。
　だから皆さんも，ここで過去のイメージは捨てて，いじめを考えてください。「じゃあ何でもいじ
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めじゃないか」と思われますね。そうなのです。これらは，法律上は全ていじめなのです。これを意
識していかなければいけないのです。
　ですから，いじめかどうか分からないと感じても，「これは法律上はいじめに該当しますね。ただ
社会通念上のいじめとしてはこれからしっかり調べさせていただきます」とか，「ともかくいじめと
して対応します」と対応すべきでしょう。 4要件をしっかりと頭に入れていて該当する必要があるの
です。
　ところが，社会通念的なものしか頭の中になければ，「ちょっとお母さん，待ってください。これ
をいじめというのは如何なものか。」と答えてしまいがちです。ここなんです。ここに私たちには落
とし穴があるんだということを，文科省の方は伝えたいがために，わざわざ東京まで多くの先生方を
呼んだのですね。私は「そうか，この役目で来たのか」と思いました。
　さて，文科省担当者から，「先生，できたら500人ぐらいの会場で演習をしてくれませんか」と要望
されました。それは無理だと思いましたが，ある手法を取り入れました。全ての先生方に 3枚の色紙
を配ってもらうことにしたのです。最低A 4以上の厚めの画用紙を 3色（赤，青，黄）です。そこ
で事例を取り扱い，色紙で回答を促しました。
　まずは，いじめの教師の対応位置などの演習です。私は，現場教師時代，様々な失敗と間違いを繰
り返しながら学びました。それの問題としたのです。ここでは，赤側（最もいじめられっ子側）に寄
りそう以外にないんです。黄色や青（やや中央側）はどうなのかというと，子どもたち自身がいじめ
られる側にも問題があると間違った認識をさせてしまうのです。いわゆる「いじめられっ子に非はな
し」ということを徹底していただきたいのです。
　もう 1つはこれです。傍観者がどうあるべきかという設問です。皆さんはどう思いますか。傍観者
は卑怯だという言い方もありますし，傍観者はいじめっ子だということもあります。しかし，傍観者
は悩んでいるということに気付いてくると，対応が変わってきます。傍観者だって悩んでいるんです。
このように，傍観者も悩んでいるんだということを我々はしっかりと認識をして，その上で子どもた
ちに対応することが大切です。だから「お前たちは卑怯だ。」とか，「お前たちはいじめっ子だ。」な
んて，第三者的に指導しても効果はないし，教員は責任を放棄しているといっても過言ではないので
す。私自身痛いほど感じたことです。子どもたちに言われました。「先生が一番卑怯だ。」と。そこで，
この設問の良解は黄色なのです。つまり，児童会・生徒会活動を大切にしていただきたいという根拠
です。
　そうした中で，岩手でいじめが起きました。岩手で起きたいじめ，あの法律が制定された後に自殺
があったのです。残念ですよね。でもこの自殺は学校の先生が「明日からの研修，楽しみましょうね」
という赤ペンを入れたことがマスコミの問題になりました。私たちは日記に色んな文章があっても，
別のことを書くこともあります。マスコミから取り上げられるなんて，我々にとっては心外です。
　だけど，如何せん「死にたい」，「死ぬ」という内容を当て字を書いた部分があることを見逃してし
まったのか，考えなかったのか，ここにすべての失敗があるのです。私が学年主任や生徒指導主事で
あった時，学校が荒れていました。同じようなことがありました。たまたまある担任の先生が私のと
ころに日記を持ってきました。日記は，当然子どもと先生のキャッチボールですから，先生とのやり
とりだけです。だけどそこに明らかにおかしな記述があったときは，情報を共有するということを決
めていました。「主任，この子“死ぬ”と書いてあります。」と訴えてきたのです。「どれどれ，本当
だ“死ぬ”と書いてあるね。でも当て字ですね。」
　この当て字というのがポイントなんです。子どもたちは当て字が好きです。でも“死”という当て
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字は，彼らが持っているスキーマから考えると 2つか 3つしかないんです。数字の“ 4”か，鳴門市
の“市”か，“氏”か，これぐらいしか書きません。だいたい“市”か“氏”が多いんです。案の定，
これも同じです。この当て字は子どもにとっては，知ってほしい，知ってほしくないという，アンバ
ランスな独特の意識を持つ時かもしれません。そんな気持ちを私どもは持つべきです。
　そこで，私たちは協議して，「帰りにちょっと寄ってください。」と依頼します。若い教員からは，「ど
うやって寄るんですか？」と聞きますから，「なんでもいいよ，“こんにちは”でも“こんばんは”で
も」と。「そんなので寄るんですか？」，「うんそれでいいよ」，「最近どう？でもいいよ」，「でも先生，
そんなことを言ったら，“何かあったんですか？”と保護者に言われます。」という教員同士の会話が
続きました。
　これでいいのです。保護者にとって。「何かあったんですか？」，「何が気になるんですか？という
ことになるのです。」子どもと向き合い時間をとってくれるのです。サインは絶対あるんだと思って
ください。そのサインはどこにあるのか。私はこの先生が，もしそのサイン（当て字）が，学年団で
共有できていたら結果は変わっていたと思うのです。
　この事案ではいじめはたいしたことがないようでしたが，それが重なっていくと，とんでもないい
じめに発展をしていったのです。大したいじめでなくても，そのときに教師がどう対応したのかによっ
て，子どもたちの動きが変わるのです。
　私は，この分岐点をぜひ意識をしてほしいと思っています。既に時代が変わってきた。小学生でも
自殺はあります，もしかすると，幼稚園児にもそんな思いがあるかも知れません。そういう時代がき
ているんだという風に思っていただきたいのです。とにかく「親身」が一番のポイントになると思っ
てください。
　今回，いじめ対応の基本方針が改定されました。東日本大震災の問題，LGBTの問題，障害の問題，
この 3つは今日的課題です。この LGBTは必ずいじめにつながってしまうと危惧しています。
　もっと言えば，アメリカの銃乱射事件にも，性的ないやがらせやいじめと密接な関係をもっている
ことが多々あります。だからこそ我々はきちんと対応しなければいけないのです。ちなみに LGBT
は左利きと同じ割合です。日本の人口で考えると四国ぐらいだと思ってください。それぐらいの認識
を持つことです。 3番目は，障害差別や特別支援の課題です。これは皆さん，だいたいお分かりになっ
ていますよね。
　そして，いじめの解消は最低 3ヶ月を目安に，学校評価でもきっちりとアンケートというのが，基
本方針の改訂のポイントです。
　先生方にとって，長期休業明けは，要注意時期です。そこで，関西外国語大学の新井肇先生の資料
を引用します。「気付く，関わる，つなぐ」です。自殺予防はここなのです。とにかく気付くために，
日記は重要です。作文も重要です。落ち込んでいる姿というのも，気になるときはお互い共有します。
部活動の情報も重要です。
　家出などの失踪を発見する手法ですが，子どもは必ずと言っていいほど，自分のことを心配してい
るかどうか，それを意識しています。だからこそ学校に必ず覗きに来ます。覗きに来た学校の電気が
消えていたら辛いですよね。でも，そこまで先生が踏ん張ることよりも，先生方が心の灯台になれば
いいのです。心の関わりを伝達していくのが重要なのです。
　今は SNS が伝達手段ですよね。SNS が中途半端な関わりの伝達なのか，本当に大切にしている伝
達なのかを見極めてください。これはサインですから，皆さん意識しておいてくださいね。「死にたい」
というのは，ほのめかしているんです。自殺には，高い衝動性がありますから，サインは重要です。
－ 11 －
そこで，「辛そうだね。」，「それじゃあ悲しいよね。」，「大変だね。」，「とっても落ち込んでいるんだね。」，
「何かできることはないの？」，「一緒に相談に行こうよ。」という風に対応してください。「死にたい」
というのは，「死にたいほど辛いこと」です。
　いじめはそう簡単にはなくなりません。そこで，我々は懸命にいじめの研究を行いました。なかな
か通用せず，何が問題なのかと再検討すると，現場とマッチングをしていないことに気づいたのです。
経験と法律とのマッチング，研究と実践とのマッチングがまずかったのです。また，自尊感情を高め
ることは，単に褒めれば良いだけではなくて，これは評価感情なんだということを認識していくこと
です。だからこそ，皆さんのレスポンス（子どもへの反応）が重要になると思ってください。評価し
信頼ということです。
　とはいえ，ネットの問題はどうしようもありません。そこでネットいじめについて少し調査をして
みました。やはり多くの先生方がネットに関心を持っておられる。もっと言えば関心があっても，対
応手法が見えないということが分かりました。そこで2014年に国際フォーラムを本学で開催しました。
登壇されたアリゾナ大学のラッセル先生は，問題はアノニマス，いわゆる匿名性だと指摘しました。
アノニマスだから，攻撃性が強くなるのです。そして何よりも多くの観衆を従え，延々とそこにエビ
デンスが残っていく。だから「葬式ごっこ」を再現しています。だからこそ残酷なのです。
　そこで，SNS でのいじめに対応する方法は，まず社会性の育成を考える授業。これは幼稚園・保
育所では，交流とか社会性を育成する体験です。小学校・中学校ではもっと具体的に指導します。例
えば，ネットの匿名性をしっかり教えることです。犯罪になれば，匿名性はありません。教師が「ト
ラブったら相談に来い」と言えば，一気にネット関係のいじめは減少していきます。また，証拠さえ
提示してくれれば。社会的な制裁があるんだということをしっかりと認識をさせることです。私ども
の大学院では，こういう冊子を開発しました。何通りか作ってやりましたし，色んな手法を取りまし
た。
　最後になりますが，坪田課長が今日ここで講演をしたら，あるいは義家先生がここで講演をしたら，
間違いなく最後にこのプレゼンが出てくると思います。それは，いじめの発生とは申告か発見からス
タートします。いじめが発生した場合，その時は日常業務の優先順位はNo 1 ということです。残念
ながら，毎年いじめで何人もの子どもたちが自らの命を絶っています。としたら私たちは放置する訳
にはいかないのです。皆さんのお子さん，いじめに悩まれた経験があるかも知れません。どう解決し
ていくのか。親御さんにとっても最優先事項です。
　いじめ問題も含め，どうぞ大学を活用していただければありがたいと思っております。もし質問が
あれば今ここで答えますし，なければまた最後のところでお話したいと思っております。今日は代役
の代役で申し訳ございませんでした。以上で終了させていただきます。どうもありがとうございまし
た。（拍手）
総合司会（小坂）
　阪根先生，どうもありがとうございました。ここで質疑応答の時間を取りたいと思います。最初に
サテライト会場の美馬と阿南会場から受けたいと思います。いかがでしょうか。はい，美馬の方です
ね。お願いします。
（美馬会場）
　それでは， 1点だけお願いします。美馬会場です。先ほど先生のお話の中で，基本方針改定案のポ
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イントの資料がありました。その中で「いじめが解消している状態の判断」というのがあるのですが，
これは「面接をして解消されているかを判断する」とあるのですけれども，この面接も担任だけでは
なくて，複数で対応することになると思いますが，この面接を行う上での留意点や組織的に学校で対
応していく上での留意点について教えていただけたらと思います。よろしくお願いします。
阪　根　健　二（鳴門教育大学　地域連携センター所長）
　はい。まずここで重要なことは，いじめが解消したということを教員自身の思い込みで対応しない
ことが重要になります。そのために，できるだけいじめに対してきちんと対応していける教師の思い
と同時に，子ども自身の「今はどうか」という思いをきちんとお互いがリレーションできないといけ
ません。
　そこで，面接は子どもたちの本当の思いが聞けるような雰囲気を作っていただきたい。難しいと思
いますよ。でも本人が「解消した」と言えば，「はい解消した」とは思わないことです。本人が解消
しても，「わかった，ちょっとしばらく様子を見ようね。」ということを繰り返してください。それが
ポイントになります。それから 3ヶ月ぐらいたったら，個人面談だけではなくて複数の先生方の情報
を取ったりして下さい。とにかく「思い込まない」ということがポイントになろうかと思います。よ
ろしいでしょうか。
（美馬会場）
　はい，ありがとうございました。
総合司会（小坂）
　それでは，この会場から質問をお受けしたいと思います。質問のある方は申し訳ありません，挙手
をお願いいたします。マイクを持ってまいりますので，ちょっとお待ちいただけますか。恐れ入りま
すが，ご質問される前にご所属とお名前を仰っていただいてご質問ください。
（鳴門会場）
　貴重なお話ありがとうございました。 1つ，ご助言をいただけたらと思うことがありまして，手を
挙げさせていただきました。
　それは，まず今日の資料の中の 5ページの中ほどに，今日本来ならば詳しい解説があろうと言われ
た資料の中の 1番に，いじめの捉え方に共通する基本的要素， 1．当事者の主観的世界における被害
性の存在ということがあります。いじめというのは被害者の主観を要件とすると言われておりまして，
ですから“言ったもの勝ち”のようなところも考えられます。
　特に低学年の場合ですと，先生への依存度というのが凄く大きいですよね。そういった中でちょっ
としたことを訴えてくる。ところがそれが正しい場合もあるし，言っているうちに何かそうじゃない
んだけれども，それが本当のように思い込んでしまって，それを訴えてくるということもあります。
先生はそれを調べても，「どうもそうじゃないみたいですよ」と言っても親御さんは納得はされない
こともあります。
　そうすると被害の子ども・保護者と，加害と言われている子ども・保護者との間に立つ教員という
のは，とても苦労をする訳です。そういった時に，年端のいかない子どもたちが，事実として思い込
むようなこともあると思うんですけれども，そういった辺りをうまく解決する方法といいますか，そ
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ういった辺りを教えていただけたらと思うのですけど，よろしくお願いします。
阪　根　健　二（鳴門教育大学　地域連携センター所長）
　主観的世界の中の被害者の存在があることが，いじめなんですね。これは主観性ですから，ある種，
安心の世界，許容の世界と同じなんです。
　私たちはよく「安心・安全」という言葉を使います。安全はある程度，客観性の担保がありますが，
安心は主観性の問題，いわゆる許容の世界なんです。ですから許容できる親と，許容できない親がい
る訳です。子どももそうです。許容できない子どもは，どんなことでも「いじめられた」と言った瞬
間に，いじめになる訳です，そこが問題かも知れません。
　そこで今回，法律であえて網をかけた理由はここです。いじめの定義が個々に違いがあります。今
言われたように，何を言ってもいじめと言う人もいれば，いや，違うという場合もあります。そこで，
こうなったら法律で網をかけようというのが，この議員立法だったのです。いじめと言うなら，そこ
は子どもは認識をして学校では処理をする。保護者の中で加害と被害がお互いに対立をする。そのと
きには「法律上はこういうこともいじめです」ということで対応していく。これしかないのです。
　今，自殺が起きると殆どがいじめ自殺に変わります。なぜかというと必ず人間ですから 7割～ 8
割の子どもたちは，どこかで少しでもいじめられた経験があります。そうしたら調べあげれば，一度
でもあればいじめ自殺に変わります。それは我々は否定できません。ですから教員が良いとか悪いで
はなくて，いじめは日常にある問題，そのものを法律として網をかけた中に入っていますよというこ
とを，きちんと説明せざるを得ないと思います。
（鳴門会場）
　いじめ防止のご紹介いただいた法律の中で，「当該学校の複数の教職員によって，心理，福祉等に
関する専門的な知識を有する者の協力を得つつ」ということで，学校と色々な関係機関がすぐ協力し
てくれるような雰囲気がするんですけれども，よく読んでいきますと「特段の事情のない限り学校に
おける委員会組織の対応に拠ることが想定される」，つまり特別なことがない限りは学校で対応しな
さいという風な文言ですよね。そうすると，先ほども申し上げたように，まずいじめの事実確認に関
わる先生方は大変その事実関係を調べるのに労力を使いますし，そして被害者も加害者も同じ可愛い
教え子であります。そういった仲たがいになって，謝罪の方もしなければいけないのです。
　教員の多忙化とか，そういったことの解消に向けて色々話題になっておりますけれども，こういっ
た辺りで，第10条のところにも，「その他必要な措置を講ずるようにするものとする」というのがあ
りますので，できましたらちょっとした場合にも，第三者の判断が得られるような，そういった措置
というのがあればありがたいかなと思います。そういった辺りはどうでしょうか。
阪　根　健　二（鳴門教育大学　地域連携センター所長）
　第三者の意見というのは非常に重要なんです。例が少し違うのですが，体罰が話題になった時に，
徳島県では，その判断に第三者が対応していくという方法をとりました。これは非常に重要なんです
ね。
　これからの学校なのですが，ちょっと難しいかもわかりませんけれども，必要なのはコミュニティ
スクール，あるいはコミュニティ的なスクールです。そこで担当する方は，コミュニティスクールで
は非常勤職員として扱われますから，守秘義務を有します。そういう方の支援を得ることも一つの方
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策です。チーム学校を含めたものを，どんどん取り入れていくというのが，これからの時代でしょう。
　いじめ問題は，残念ながらこれからも増えてきます。今先生がおっしゃったように，学校だけでは
解決は難しいというのが事実です。そこで，第三者機関をどう使っていくのか。その 1つの手法です。
鳴門市でも，いじめ対策の委員会があります。私も委員の一人ですから，いつでも相談に乗りますし，
また市教委を通していただければ，いつでも入っていくことができますから，アドバイザー的に対応
できるのではないかと思っています。どうぞ第三者を使いながら一緒にやっていくような，そんな動
きになればと思っております。
（鳴門会場）
　どうもありがとうございます。
総合司会（小坂）
　まだまだ質問されたい方がおられるかと思いますけれども，誠に申し訳ございません。以上をもち
まして阪根先生のご講演を終わらせていただきたいと思います。（拍手）
　それでは，ここで休憩を取りたいと思います。11時10分より，山下一夫学長による講演を始めさせ
ていただこうと思います。11時10分までにご着席をお願いいたします。
《休　憩》……（約16分間）
総合司会（小坂）
　それでは時間がまいりましたので，次の講演を始めさせていただきます。講演は本学学長，山下一
夫が「子どもの心と大人の知恵」という演題で講演いたします。それではよろしくお願いいたします。
【講演】　「子どもの心と大人の知恵」
講 師　鳴門教育大学　学長 山　下　一　夫
山　下　一　夫（鳴門教育大学　学長）
　皆さん，改めましてこんにちは。今日は時間も限られていますので，まず何より，森田先生，坪田
課長が来られたら語られるであろうという話をしたいと思います。それから，いじめに関連して教師
の感受性やデリカシーについて話すことができたらと思っています。
　しかし，その前に，この「鳴教大教育・文化フォーラム」に関連して少し述べたいと思います。本
学と徳島県の各教育委員会・学校は協力をして，その時々の教育界のテーマを取り上げ，講演・シン
ポジウム等を行ってきました。その第 1回はいつかというと平成 7年（1995年），鳴門市文化会館で
開催しました。今から20年以上前のことです。
　実はその時のテーマが何かというと，「いじめを教師はどう考えるか」，まさに第 1回目からいじめ
についてこの文化フォーラムを行ってきたということです。その時の学長は野地潤家先生，シンポジ
ウムの司会が田中雄三教授，前学長です。そしてシンポジストが青山学院大の宇井治郎先生，そして
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日本女子大の清永賢二先生，鴨島町の小学校で教鞭を取られていた上田正純先生，現在NIE でご活
躍されています。そして私です。当時，助教授でして，非常に懐かしい思いがいたします。
　その記録を読むと，やはり私は『ドラえもん』を取り上げて，のび太のクラス担任はデリカシーに
欠けると，当時から批判しているんですね。今日はこれ以上取り上げませんが，資料（本誌 pp,21－
28）の『ドラえもんといじめ』を読んでいただければ幸いです。
　20年以上経過して，いじめ問題が解決されたかというと，悲しいことに全くそうではありません。
いじめによる悲しい事案というのは，今も起こっています。ただ，何も変わらないのかというとそう
ではなくて，国を挙げて社会総ぐるみでいじめ問題に取り組むようになってきた。これは大きな流れ
ではないかと思っています。
　この社会総ぐるみの一つとして，平成25年の「いじめ防止対策推進法」「いじめ防止等のための基
本的な方針」を受け，平成27年 4 月に鳴門教育大が取りまとめ役となって，宮城教育大，上越教育大，
福岡教育大の 4大学が連携して「BPプロジェクト」を立ち上げました　。そして，その年の 8月に
徳島市で第 1回の大会を開催しまして，その大会の講演者がまさに坪田課長，森田先生，阪根教授で
す。今回と同様，やはり370人あまり，多数の参加者を数え，皆さんの中にも参加された方がおられ
るのではないでしょうか。何人か手を挙げていただいて，ありがとうございます。
　その大会で，森田先生が「いじめ防止対策推進法制定 3年目を迎えて今改めて問い直すべきこと」
と題されて話された内容をまとめたのが，本日の資料（本誌 pp,29－32）『BPリーフレットNo. 1（2016
年）』です。これはぜひ読んでいただければと思います。これを読むだけで今日来た甲斐があるので
はないかと，決して大げさな物言いではなく私の本音です。
　さて本題に入りまして，平成29年 3 月の「いじめ防止基本方針の改定」と「いじめの重大事態の調
査に対するガイドライン」について，私なりに考えたポイントを 8つ取り上げます。ただし，阪根教
授と重なり合う所は，省略したり簡単に述べることにいたします。
　まず 1番目は，いじめの「該当範囲の拡大」，いじめと疑われるもの全てに対応していきましょう
ということです。先ほど阪根先生も触れられたように，社会通念上のいじめと法律上のいじめにギャッ
プがあるということです。
　改定前は，「けんかは除く」とあったのが，今回それを排除して，いじめであるかどうかを判断す
るより前に，いじめと疑われるもの全てに対応しましょう，と大きく変わったということです。これ
は先ほど八田先生が質問されましたように，教育者としては非常に戸惑うところです。そのとき阪根
先生が言われたように逆に法律を利用して，いじめかどうかというよりも，「法律ではいじめに該当
するかもしれません。だから関わっていきましょう」と，このような態度が今必要になってきている
んだということです。
　感受性という観点から言いますと，繰り返しになりますが「のび太の担任の先生は，あれでいいの
だろうか」と言うことです。ジャイアンとのび太の関係を見て，何も注意しない，何も感じないとい
うのは如何なものか。少なくとも，いじめかどうかはともかくとして，二人の関係は問題がある，「あ
れっ？」と思わなければいけないと思いますね。
　そして，同僚の教師と「何か，のび太くんと剛くんの関係が気になるんだけど，どう思う？」と話
し合うことが，今求められているということです。ジャイアンとのび太の関係がいじめであるかどう
かを判断するより前に，いじめと疑われるもの全てに対応しなさいと。ここが大きく変わったことで
す。
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　 2番目は「学校のいじめ防止基本方針」を作るようにということです。しかし，大事なことは，作っ
ただけではダメで，いかに学校の本気度を示し中身のあるものにするのか，これが非常に大事です。
　イギリスでも，1990年代，いじめが大きな社会問題となりました。その時の解決策の 1つとして，
学校のいじめ防止基本方針をしっかり立てて，そしてそれを子どもたち・保護者に，入学・新学年の
最初の時にきちんと公表周知し，学年が終わりの時にはチェックをして，そしてまた新しい基本方針
を子どもや保護者たちに公表する。まさに PDCAサイクルです。こういうようにイギリスで国を挙
げて実行したことを，今，日本でやろうとしているのです。
　教師間で共通理解をして，先生方全員が，子どもたち・保護者に，「うちの学校はこういう基本方
針を立てました」ということを，きちんと言えるかどうかです。更にウェブページ上に分かりやすく
掲示することも，現在では大切なことです。
　 3番目が「学校のいじめ防止対策組織」です。これに関して，森田先生は流石だなと思ったのは，
この『BPリーフレットNo. 1 』の「徹底した組織的対応と同僚性」というところを読んでいただけ
ればと思います。防止対策ということで，フォーマルな公の組織は作られるんですが，実際にその組
織が有効に動くかどうかが大事なことです。
　愛知県の大河内君の事件，1994年のことですが，非常に悲惨ないじめ事件が起こりました。その事
件の前から，愛知県ではいじめや不登校など生徒指導上の問題があったら事例検討会を開くようにと
いう通達がありました。しかし，その学校では，全然開かれていなかったということです。つまり，
フォーマルな組織だけではなくて，それを裏打ちするようなセミフォーマル，インフォーマルな教師
の人間関係というのが非常に重要なんだということです。
　それは何かというと，担任を一人ぼっちにさせないことでもあります。大河内君の事件の時でも，
担任は一所懸命に生徒指導や学級経営に取り組んでいるけれども，うまくいかない。周りの先生たち
に SOS を発しても，周りが何ら，何らというのは言い過ぎでしょうが，サポートしない。担任は困っ
て結局何をしたかというと，大学の恩師のところに行って，「クラスの非行グループのことで悩んで
いる」と相談に行っていたそうです。一方，学校内では同僚や上司に十分に相談できてなかったそう
です。
　森田先生なら，次のように言われると思います。学校現場では教師は互いに協働，協力して働くと
いうことが非常によく言われるけれども，協働するためには「同僚性」が非常に大事である。同僚間
の人間関係ができていなくて，「協働だ，協働だ」と言っても，それは絵に描いた餅になる，と。
　実は鳴門市内のある小学校では，昔の話ですけれども，「マンデートーク」というのがあって，実
際に参加されていた先生もこの聴衆の中におられますが，要は月曜日ごとに，放課後に教員がみんな
集まって自由に話し合う会のことです。校長はお菓子を用意して，聞き役になっていたそうです。 1
学年 2クラスのそんなに大きな小学校でありません。
　インフォーマルな話し合いとフォーマルな会議の中間の，このような定期的なセミフォーマルな
ミーティングというのか，会議があるからこそ，実際何かあった時に協働してフォーマルないじめ防
止対策組織が動くのです。このように同僚性と共働性を促進するような仕組みか何かを，各学校にお
いて考えられているのでしょうか。
　私も何とか本学の附属学校で教師の話し合う会を開催したいと思い，とにかく私が学長でいるこれ
からの 2年半，年10回，今年は 5回，いじめに限らず生徒指導上の気になることならどのようなこと
でもOKであるから会を持つことを，半ば学長命令で，お願いしました。事例検討会と言っても構わ
ないのですが，固苦しいものではなく，「何かのび太くんのことが気になるんだけど」とか，「スネ夫
－ 17 －
くんも気になる」とか，そのようなことが話し合えるような会を，実験的にやってみてくれないかと
提案しています。学長自ら出席すると言うことで，先生方はとにかく忙しいのですが，月 1回， 1時
間半，仕方ないなという気持ちかもしれませんが開催することにしました。これが上手くいくかどう
か，いつかご報告したいと思います。私とすれば，何とか軌道に乗せようと意気込んでいます。そし
て，劇的に効果が現れるものではありませんが，必ずや教師の生徒指導力の向上に役立つと確信して
います。
　 4番目は，今の同僚性とも関わってきますが，「情報共有」ということです。教員が一人でいじめ
の情報を抱え込むのではなくて，対策組織に報告するようにということです。ただし，報告するだけ
ではなくて，実効性のある対策を講じるためには，結局，同僚性が前提となります。
　 5番目は，いじめの「解消要件」。これは阪根先生も取り上げられましたけれども，いじめが止ん
でから少なくとも 3ヶ月を経過して，被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないかチェックしましょ
うと言うことです。
　NHKの BS で，アメリカのいじめに関するドキュメント番組があり，いじめの被害者に焦点をあ
てていました。小学校で彼がいじめ・暴力にあった時，一人の先生が駆けつけ，暴力を止めさせ，そ
の場で双方の話を聞き，そして「それじゃ仲直りしようね」と握手をさせて終わりです。しかし，そ
の後もいじめは続きます。
　アメリカの番組ですが，握手をして仲直りというのは，かつての日本の学校でもよく似たことがあっ
たのではないでしょうか。教師集団で情報共有をして，少なくとも 3ヶ月間は，きちんと関わってい
きましょうということです。
　 6番目は，阪根先生がこれも取り上げられましたけど，「発達障害，外国人の児童生徒，性同一性
障害，大震災や原発事故避難者などに対して特段の配慮をする」ということです。これに付け加える
と，転校生，特に方言が異なる転校生に対しても，配慮する必要があります。
　 7番目，「いじめ対応は日常業務の最優先事項」であるということです。これも阪根先生が言われ
ましたけど，まさにポイント，これが一番です。「忙しいから」は免罪符になりません。とにかくい
じめは最優先事項なんだという意識をきちんと持ってください。
　私がスクールカウンセラーとして学校に行って思ったことは，学校の先生は本当に忙しい，という
ことです。その忙しい時に，なかなかいじめ問題にすぐに対応したり，子どもの話を聞くこと自体難
しいかもしれません。仕事や他のことを気にしながら「ああそうか，ふーん」と子どもの話を表面熱
心に聞く風を装っても，子どもは先生が本気でないと感じ取っています。
　そうならないためにも，30分なら30分，せめて10分と時間を自分で決めて，「よし本気で聴こう，
集中して聴こう」と思って聞いてほしいと思います。
　私がよく言っていることですが，赤ちゃんが夜泣きした時の反応とよく似ています。夜泣きした時
に，とにかく抱っこして「早く寝てくれないか，しんどいのに，明日は仕事がハードなのに」と思っ
ていたら，泣き止みません。
　それに対して，根性を決めて「よし10分間，赤ちゃん，我が子と付き合おう」と思って，よしよし
しながら子守歌を歌ったり，「〇〇ちゃん，可愛いね」とか「〇〇ちゃん，好きだよ」とかささやい
ていると，だんだん泣き止んでくる。10分間だと決めておいたら，心に余裕が生まれ，集中できます。
　ちなみに，それの長い版がカウンセリングだとも言えます。私は普段，だいたい 2倍速ぐらいで
ワァーッと喋って，ワァーッと動き回っているんですけれども，カウンセリングの場面になると0.8
倍速ぐらいになります。そこだけは50分，根性を入れて話を聞こうとしています。そして，そのとき
－ 18 －
は時間がちょっとゆっくり流れているように思います。
　つまり，繰り返しますが，忙しいときこそ時間を決めて，「よし本気で聴こう，集中して聴こう」
と決意し，子どもや保護者の話を聞いて下さい。いじめだけではなくて色々な悩みを抱えている子ど
もたちからすると，「あぁ先生が聞いてくれた」ということになります。そして次に「今日は忙しい
から，ここまでだけど，明日また○○時に」とか，「○○曜日の○○時間，○○分間空けておくから
お出で」とか，そういうような約束をして終われば良いのです。
　 8番目，最後です。「重大事案の調査は，『疑い』が生じた段階で開始する」のであって，事実関係
が確定した段階で調査をするのでは遅いと言うことです。とにかく素早い対応です。
　以上，森田先生，坪田課長が来られたら語られるであろうということを想像し，いじめ防止基本方
針の改定のポイントを取り上げました。次に，いじめに関連して教師の感受性やデリカシーの問題に
ついて話したいと思います。それは，いじめは子ども同士で起こっているだけではなくて，教師自身
が思いもよらず子どもを傷つけることがあるということです。
　まず，私の失敗談から話します。大学の助手のとき，ある大学院生が大きなミスをして，ショック
を受けて落ち込むわけです。私は「大丈夫，大丈夫，元気を出して」とか言って励まし，その院生も
「ありがとうございます」と少し元気を取り戻したように見えたんです。しかし，彼はいつも落ち込
んでいるので，「元気出せよ」「心配しているぞ」と声かけをしていました。
　ひと月，ふた月ぐらいして，彼が意を決して言うには，「はじめ山下さんに，元気だしてとか大丈
夫かとか声をかけられると，非常にうれしかった。しかし， 1週間に 1回，顔を合わせるたびに声を
かけられると，段々気が重くなってきて，何かイライラしてきます。自分としては元気を出そうと思
うけれど，できないんだから。何とか大学に来るだけでも精一杯なのに，そういうふうに声をかけら
れて，腹が立ちます」と。
　非常に反省しましたね。私は，学生思いの良い人。しかし，院生にすれば，そうしようと思っても
できないことを，いつも言われると言うことは，非常につらいことなんですね。自分で気づかずに，
自分は良い人になって，そして相手を傷つけていることがあるということです。
　実は，先生方の中にも，不登校の子どもに意外とやっている恐れがあります。たまに会う，不登校
の子どもに対して，「〇〇君元気出してね，学校で待ってるよ」と。しかし，その子どもにすれば，
会うたびにそのように言われると，「元気が出ないから学校に行けないんだ」とか，「この先生，うる
さいな」になってしまう。
　もちろん，励ましたり，声かけが悪いのではありませんし，してはならないと言うことではありま
せん。大事なのは，子どもの気持ちにより添い，いかにうまく登校刺激をするかと言うことです。場
合によれば，子どもと目が合った瞬間，無言で軽くうなずき微笑むことが，そのときの一番の登校刺
激であり，それ以上のことは余計なときもあります。まさに，子どもへの思いやりや心遣い，つまり
デリカシーが大切です。
　森田先生がよく言われることですが，悪意があって悪がいじめをするだけではなく，善がいじめに
なることもある，ということです。先ほど阪根先生が話された事例 2ですよね。隣の子に良かれと思っ
て答えを教えてあげたら，隣の子がショックを受けたということもあるのです。
　少なくとも，教師や親は，子どもができないことを，何度も何度も繰り返し指摘するのは，止めて
おくべきです。なぜ子どもができないかについて思い巡らせ，子どもの気持ちに添って手立てを考え，
焦らず暖かくて長い目で子どもを見守ってあげてほしいと思います。
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　それから次に，良き聞き手について話したいと思います。阪根先生から良き聞き手についての話が
あり，まさにその通りと意を強くしましたが，良き聞き手になるためにデリカシーを磨くには，訓練
が要るんです。人の話を聞くことなんか簡単で，誰でもできると思っている方もおられるでしょうが，
決してそうではありません。実際，大学院で自分が生徒と話しているという設定でロールプレイをし
て，それをビデオを見て自分の対応の仕方をチェックすると，ショックを受ける方がほとんどです。
　良き聞き手は，何が違うかというと，うなづきが上手です。カウンセリングの第一歩として，うな
づきも含め人の話を聞き感情を受け入れることを，英語で“simple acceptance”といいますが，そ
れを翻訳するときに「簡単な受容」と訳してしまったんですね。simple は easy ではないのに，「単純」
を「簡単」と訳してしまったから，人の話を聞いて受容することを非常に easy なことと誤解してい
る人が多くいます。
　そこで，生徒指導や教育相談，カウンセリングや心理臨床のトレーニングで私が学生達に必ず言う
のが，相手の心臓に自分の心臓を重ね合わせるようにイメージして話を聞くようにということです。
そうすると何か心臓がドキドキしてくる訳ですね。そして心臓がドキドキしていると，「へぇー」とか，
「はぁー」とか，「なるほど」，「へぇーそうなんですか」などなど。そのような呟きが出てくる。これ
が大事なんです。
　頭だけで「うん，なるほど，そうなんだね」とか，心がこもらずに言っていたら，すぐに相手に口
先だけだとわかってしまいます。例えば，夫婦関係を実験台にすると，奥さん，あるいは旦那さんを
怒らせようと思ったら，心を込めずに「うん，なるほど」とか，「あなたはそう思っているんだね」
とか言っていると，夫婦関係が悪くなります。一方，心を込めて「へぇーあなた，そう思っていたの」
とか，「あっなるほど，分かるわかる」とか言うのは，まるで違います。それは心臓と心臓を重ね合
わせているのか，離れているのかというのは，相手に伝わるということです。
　時間も迫ってきましたので，あと一つ話をして，最後にしたいと思います。どのようなことかとい
うと，病気やケガをしたときが優しくできるチャンスなんだと。逆に，そのときにキツイことを言う
と，すごく相手は傷つくということです。
　私がよくだす例ですが，バイクを乗り回している中学生が交通事故を起こし骨折して入院したので，
見舞いに行ったときにどう言うかです。
　その時に一番マズイのは，「天罰てきめんや，お前，先生の言うこと聞かないからや」と言うと，
その子はどう思うか。今は耐えているけれども「この足が治ったら，この担任をバイクで轢いてやろ
うか」ぐらい思う訳です。これは論外で，教師がいじめの加害者です。
　しかし，先ほども言いましたが，教師が単なる「良い人」になってもダメなんです。「お父さんお
母さんがどれだけ心配されているか，分かってる？もう，皆に心配掛けるようなことはしないように」
と優しく諭すのも，問題があります。子どもにすれば，「また説教か。親が心配しているということ
よりも，僕のことを心配してよ」と思っています。
　それでは，教師はどうするかというと，本音で「あぁ心配したよ，大丈夫か」と言えば良いんです。
それだけで十分なんです。 1回目の見舞いは，それだけで帰ってきても良いぐらいです。 2回目から
はちょっと指導を入れていこうかとか考えることになりますが，大事なことは常にその子どものこと
を本心で心配してるかです。そして，病気やケガをしたとき，教師の本心が伝わりやすいときです。
　そこまで大きいことではなくても，例えば子どもが保健室から帰ってきたときに，どう言うかです。
「またサボって」とか「何してんの，授業だから早く入りなさい」と言うのか，「大丈夫？　どうした
の？」と声掛けができるかどうか。全然違います。
　時間もきましたので，これで終えたいと思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
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ドラえもん と いじめ
　皆さんがよく知っている、藤子・Ｆ・不二雄の『ドラえもん』を例に、子どもの心と教
育について考えていきたいと思います。
　「藤子・Ｆ・不二雄」こと藤本弘さんは、1933年（昭和 8年）に生まれ 1996年（平成 8年）
に亡くなられました。『ドラえもん』は 1969年より連載され、単行本は小学館てんとう虫
コミックスから出版されています。
1
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　（ 1）　ジャイアン
　ジャイアンはのび太に対しふざけているだけで、本当に2人は仲が良いのでしょうか？
ジャイアンはのび太に対し悪気などまるで意識していないかもしれません。仲良く遊んで
いることもあります。しかし、暴力を背景にした上下関係は明らかであり、のび太はつら
い思いをしています。教師はジャイアンのいじめや乱暴な行為を見すごしてはいけません。
教師の人権感覚が問われているのです。実際、一見したところ親しい友人関係やグループ
に思えても、その中でいじめが発生している場合はよくあることです。
　ジャイアンの母は彼をよくしかり、げんこつを与えています。彼の父はほとんど出てき
ませんが、たまに出てくると力自慢の乱暴者です。つまり、いじめっ子自身がいじめられっ
子であり、ストレスがかかっています。教師はいじめ行為を許してはいけませんが、いじ
めっ子や乱暴な子を嫌ってもいけません。いじめっ子の心理的背景にも関心を向け、生徒
指導を行わねばなりません。
　たとえば、いじめっ子（ジャイアン）に、いじめられっ子（のび太）の気持ちや感情を
想像するようにと話しても、いじめっ子にはいじめられっ子のつらい気持ちがなかなか理
解できないことがあります。このようなとき、教師がいじめられた子どもの気持ちを力説
すればするほど、いじめっ子は自分の殻（から）に閉じこもっていきます。そうならないた
めにも、教師はいじめっ子の気持ちも共感的に理解するように努めなければなりません。
いじめっ子が実はいじめられっ子であった、ということはよくあることです。人は自分の
気持ちや感情が他人に理解され受け入れられているという思いがあるからこそ、他人の気
持ちや感情を理解し受け入れることができるのです。
　ところで、映画のジャイアンは乱暴だけど思いやりのある子どもであり、のび太やスネ
夫たちとともに仲の良い友達どうしです。まさに映画のように、大人は子どもたちが活躍
できる広々とした空間を用意し、長い時間をかけて子どもたちを見守ることが大切です。
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　（ 2）　のび太
　相手のことを思いやるのび太のやさしい性格はとてもすばらしい（のび太にとって幼稚
園のころまで同居していたやさしいおばあちゃんの存在は大きいと思います）。しかし、
勉強やスポーツができず、ドラえもんがつねに味方についているのでねたみの対象になっ
ているなど、いじめられやすいタイプといえます。
　まず、「暴力やいじめは許されない。親や先生たちはあなたを守る」と、いじめられて
いる子どもの感情を受け入れ安心感の回復につとめることが大人として何より大切であり、
いじめられている子どもが一人で悩むことがないように、保護者も教師も子どもの発する
危険信号を敏感に察知し、子どもの立場に立って最後まで守っていくべきです。
　いじめられている子どもの側にもいじめを誘発（ゆうはつ）している場合があります。しか
しだからと言って、いじめられている子どもに、「なぜいじめられるのかあなたも反省す
べき点があるでしょう。ドラえもんにたよらず勉強しなさい」などと決して指摘してはい
けません。このような教師の心ない言葉は、子どものいじめられて傷ついた心に塩をぬる
ことになります。
　何よりいじめは悪いことで許されないということこそ大事です。そして、継続して子ど
もの話を聞き、その子どもと教師の間である程度の安心感と信頼感が築（きず）けるように
なってから、つまり好ましい人間関係が築けてから、例えば「クラスの人達はあなたのこ
とをどのように思っているんだろう」とか、「剛君（ジャイアン）やスネ夫君といて楽し
いときはどんなとき。逆に嫌なときは。あなたがどのように対応したらいいか、一緒に具
体的に考えていこう」などと話しかけ、クラスの他の子どもとの人間関係の持ち方を、結
論を急がずに2人で一緒に考えていけばよいのです。
　のび太がジャイアンたちにいじめられても彼らと一緒に遊ぶように、いじめられている
子どものなかには、教室や学校で孤立するのが耐えられず、自分をいじめる子どもたちの
グループに属していることもよくあることです。人がいない所で独りぼっちでいるより、
人が大勢いる所で相手にされず独りぼっちでいる方がつらいものです。保健室やスクール
カウンセラーの相談室が、このような子どもたちの「心のオアシス」になりつつあります。
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　（ 3）　スネ夫
　いじめ集団を、いじめっ子（加害者）・いじめられっ子（被害者）・いじめをはやしたて
おもしろがって見ている子どもたち（観衆）・見てみぬふりをしている子どもたち（傍観
者ぼうかんしゃ）の 4つに分類することがあります。あるいは、いじめられている生徒といじ
めている生徒、そして共謀者（きょうぼうしゃ）と傍観者をあげることもあります。
　このいじめの共謀者といえるのがスネ夫です。金持ちでブランド志向（しこう）だけど、彼
はおけいこ事に忙しく、寂しがりやです（どうでもいいことですが、スネ夫には弟がおり、
弟のスネツグはニューヨークに住んでいます）。ジャイアンの暴力をかさにきてのび太を
いじめることにより、孤独感をまぎらわしストレスを発散しており、まるで「虎の威をか
る狐（とらのいをかるきつね）」です。
　スネ夫は他人の評価や物事の結果を非常に気にするタイプであり、先生の前ではいい子
で、大人の顔色に敏感（びんかん）です。そして、自分のことを自慢し他人の欠点を指摘する
ことにより、自尊心を守っています。スネ夫のような子どもに対し、特に問題行動が表面
化するまで、積極的にかかわろうとしない教師が多いのではないでしょうか。
　しかし一方、スネ夫のような子どもが好きになれず、いい子の仮面や化（ば）けの皮を剝（は）
がし、いつわりの自尊心を壊そうとする教師もいます。このような教師は、スネ夫に物で
はなく心の大切さに気づき、裏表のない人間になってもらいたいという気持ちから、スネ
夫の問題点を指摘しているのかもしれません。けれども、教師とスネ夫の間に心の交流が
なければ、自尊心はすぐに再建できません。
　大人が焦ってはいけません。スネ夫に対し（のび太やどの子どもに対してもそうですが）、
大人は「失敗してもいいんだ。試行錯誤してみよう」というおおらかな気持ちで接する必
要があります。また、スネ夫は大人をよく観察しているので、大人は子どものモデルとし
て、心の内面に魅力のある人間かどうかが問われています。
　ところで、スネ夫はジャイアンたちと一緒に遊んでストレスを発散しているからまだい
いようなものの、小学生の頃から毎日のように習い事に行き友達とも積極的に遊ぼうとし
ないなら、遅かれ早かれ「いい子の息切れ」を起こすことは必然です。
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　（ 4）　出来杉
　出来杉（できすぎ）は勉強をはじめ何ごともよくできますが、のび太とジャイアンの関
係に対し見てみぬふりの傍観者です。このタイプの子どもたちは、教師・学校が本気でい
じめ問題に取り組んでいるのかどうかということに対して敏感です。彼らの正義感を信じ、
個別のいじめ問題として取り組むだけでなく、道徳教育や人権教育の視点からクラス全体、
場合によれば学年全体や学校全体の問題として取り組む必要があります。さらに、保護者
とともにいじめ解決に向けて一緒に立ち上がれるかという点も大切です。
　しかし、建前だけのきれいごとで終わるいじめの解決策や道徳教育では、子どもの心は
動きません。一つの正義を押しつけるような人権教育では、子どもの心は逃げていきます。
いじめや暴力行為は許さないという毅然（きぜん）とした態度が教師には要求されています。
それとともに、人間の心の中にはやさしい気持ちや荒々しい気持ちあるいは正義感や嫉妬
心（しっとしん）など様々な感情があることにきづいたうえで、自分自身や他人を認めることが
できる心が育つように、子どもたちを見守る温かくて長い目が教師には要求されています。
　また、子どもたちは教師どうしの人間関係について、大人が思っている以上に敏感です。
教師集団としてのまとまりに欠け、自分の担任以外の他のクラスや学年に無関心であった
り見てみぬふりを教師がしているなら、子どもたちは「公」の世界で傷つかないようにや
りすごし、自分たちの「私」の世界に閉じこもろうとします。
　ところで、出来杉のような「いい子」がたくさんいる有名な進学校で、教師の思いもよ
らぬ陰湿（いんしつ）で深刻ないじめがおきていることがあります。受験の圧力のなか、でき
るだけ煩（わずら）わしいことにかかわらず効率よく勉強しようとする考えが、教師にも生徒
にもあります。受験のストレスを発散するための軽いいじめが、止める人がだれもいない
のでエスカレートし、いじめられている子どももプライドが高くてなかなか人に打ち明け
られず、深刻な事態になっていることがあります。
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　（ 5）　のび太の先生、ドラえもん
　のび太の先生は熱心だけど、皆の前でのび太の成績や態度を怒ってばかりいます。これ
ではのび太のプライドを傷つけ、先生までもが生徒をいじめていることになります。そし
て、ジャイアンやスネ夫の行為をふざけている程度と思い、いじめと認識していません。
子どもの心を受け入れず、弱点や欠点を指摘し、厳しいだけの指導やしつけをするのは危
険です。実際、子育てを母親だけにまかせて、子どもと遊ぼうとはせず、たまに子どもを
前にすると叱っているような父親なら、いないほうがましだと思われても仕方ないかもし
れません。
　いじめは相手の弱点を突いてきます。それとは逆に、お互い相手の良いところを見つけ
だすことは、いじめの防止につながります。教師が個々の生徒の良いところを見つけだす
ことは教育の基本ですが、ゲームの形式で生徒どうしが互いの良い所を見つけだすことを
実施している教師もいます。ほめ上手は、子どもを成長させます。
　ドラえもんはのび太のことをよく理解しており、二人の信頼関係はすばらしい。のび太
にとって、ドラえもんは安心基地です。しかし、何でも与えることによってかえってのび
太の自立を妨（さまた）げています。子どもの心を受け入れることは何より大切ですが、やさ
しさだけでなく指導やしつけのための厳しさも必要です。
　児童生徒はある程度自立しているという前提のもと、学校教育は行われています。しか
し、自立面で問題があると思われる子どもは、例えば保護者にスキンシップ（依存）しな
おしたりして、再びやすらぎを得て自立のためのエネルギーを補給する必要があります。
過保護で甘やかされて怠（なま）けているときめつけたり、強引に自立させようとすること
は間違っています。自立のための手立てを考える前に、やすらぎは与えられているか、心
の居場所はあるかなど、どのようなスキンシップができているかについて考えなければな
りません。そしてスキンシップの欲求がある程度満たされ、教師との信頼関係も築かれ、
本人の関心が外界に向かいはじめたなら、子どものペースを尊重しながら、自立を促（うなが）
すための手立てが有効になってきます。
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　子どもの成長にとって安心基地となる「母性」が何より大切です。そして次に、自立を
促す「父性」が大切となってきます。母性のない父性だけの教育は、子どもの心を壊す危
険があります。父性のない母性だけの教育は、子どもの自立心を十分に育てられません。
　また、親子のスキンシップの有効な手段として、小学生頃までは、お風呂に一緒に入っ
て楽しんだり、絵本を読んで聞かせたり、家族でトランプをしたりすることなどが考えら
れます。中学生になると、子どもの見ているテレビ番組を、大人が一緒に見て、子どもと
雑談（たわいない楽しい話し合い）をすればよいのです。
　（ 6）　『ドラえもん』の最終回？
　ところで、マンガの『ドラえもん』は第 6巻で一度終わっています。ドラえもんは未来
の世界に帰ることになります。泣き叫ぶのび太に対し、父親は「ひとにたよってばかりい
ては、いつまでたっても一人前になれんぞ。男らしくあきらめろ」と言います。その晩、
両親はドラえもんの送別会をします。夜中、寝つけないのび太とドラえもんは家の外に出、
「ジャイアンやスネ夫にいじわるされても、やりかえしてやれる？」と心配するドラえも
んに、のび太は「ばかにすんな！　ひとりでちゃんとやれるよ。やくそくする！」と応え
ます。そして公園で、のび太はジャイアンと 2人きりでけんかをします。ジャイアンにな
ぐられてもなぐられても、のび太は、「ぼくだけの力で、きみにかたないと……。ドラえ
もんが安心して……、帰れないんだ！」と向かっていき、ついにジャイアンに「悪かった、
おれのまけだ。ゆるせ」と言わせます。朝、のび太が目をさますと、ドラえもんはすでに
いません。「ドラえもん、きみが帰ったらへやががらんとしちゃったよ。でも……すぐに
なれると思う。だから……、心配するなよドラえもん」というのび太の心のつぶやきが、
最後のコマです。
　しかし、第 7巻でドラえもんはのび太のもとに帰ってきます。そして『ドラえもん』は、
子どもにとって夢をかなえてくれるマンガとして今も続いており、偉大なマンネリ作品と
して現代日本人の心に多大な影響を与えています。
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　（ 7）　おわりに
　読者がよく知っていると思われるマンガの登場人物をもとに、子どもの心と大人の対応
について述べましたが、そもそも『ドラえもん』や宮崎駿の『となりのトトロ』を見たこ
とがない大人がいるとすれば、その人は教育に熱心だとしても、子ども文化を知らず教養
に欠け、子どもの気持ちを理解できていないのではないでしょうか。
　生徒の皆さんにとって、この文章が自分の生き方や人間関係で何かヒントになることが
あれば幸いです。
　同様に、保護者や教師たち大人にとって、子どもと向き合うときの何か参考になること
があれば幸いです。大人は自分が子どもだったことを、ぜひ思い出してほしいのです。
　この文章をもとにだれかと話し合ってもらえればと願っています。できれば感想を、学
校の先生やスクールカウンセラーに教えてください。
　生徒、保護者の皆さんで、どのようなことでも結構ですから、スクールカウンセラーと
話し合ってみたいと思われる方は、遠慮なく担任の先生か生徒指導担当の先生に予約を申
し込んでください。相談内容の秘密は守られます。
平成 13年 3月　文：山下一夫　絵：よしみふみか　　
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ೄःुभधऊ؜ฉलऊनअऊਖ਼૵ऋणऊऩःઑॎखःुभदघ؛जो॑जभৃद؜َ नअदुःःृُ
धਖ਼૵खऩःदَؚ ँोढءُध૎गॊ؛ऒो॑ੌ௶ष③ा঱ऑथَठॆढधा॒ऩदৄथःऌऽख
ॆअ؜ইज़টشखऽखॆअेُधੲਾ॑ુથखथःऌऽघ؛जखथ  ੗ऎभ੔ে্ऋओ༮पऩढथ؜
ःगीऊनअऊऋਖ਼૵दऌऽघ؛
ؙၞःઓःृౙखःઓः॑खथःॊ৕୹؞৳૧঻॑৏৚खपचङ  खढऊॉ૾யप਱ऌ়ॎऩऐो
यःऐऽच॒؛ःगीभহৰ॑ਖ਼૵घॊभपڭౝ৑दमदऌऽच॒؛ऱधাऴञাऊऊॉऽघ؛ज
भ৑पन॒न॒হଙमப৲ख ग़५ढ़ঞشॺखथःऌऽघऊैၠ੒ऋँॉऽच॒؛
ؙजोऊै؜ःगीैोथःॊ৕୹ध৊஘प؜ःगीपঢ়घॊੲਾ॑઀୹खथऎोञ৕୹ु؜खढ
ऊॉधஹढथऎटऔः؛
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ؙೄ๶ऩुभपणःथम༼رपखथ੔ে্मजभৃदَপຣ୏ُधऊَेऎँॊ؜ऒोएैःभऒधُ
ध໌૵औोॊॣش५ृ؜૘खିਔऔोॊटऐदીॎॊॣش५ऋँॉऽघ؛खऊख؜ೄ๶ऩुभुૌ৵
௬੼चङ؜পᎯᎴपधैइथऎटऔः؛হৰ॑৹सथःढञै؜੎পহ੧ऋऴऎऽोथःॊऊुखो
ऽच॒؛੔ে্पৄइॊुभम؜ऺ॒भཥ৛भ঳ഓदँॊधઓढथऎटऔः؛੎পহ੧॑๫ोऩऎ③
ा঱ऑॊञीप؜ೄ๶ऩुभ॑ૌ৵௬੼खऩः૑ਏऋँॉऽघ؛
੶ஈपेॊੲਾુથ؞஫୸
ؙೄ๶ऩुभदुَँोढءُधઓढञઇ৩म؜ઇ৩ੌ௶पਾઔखੲਾ॑ુથखऩऐोयऩॉऽच॒؛
जभৃदିਔ॑ଖइॊटऐदमऩऎ؜ੌ௶धखथৄஹॉधইज़টش॔ॵউऋ૑ਏदघ؛
ؙजभञीपु؜ଫः஺మऊै੶ஈ॑਄ढथउःथऎटऔः؛ওঔ৷౛दଡःऽच॒؛৕୹଻যभই॓
ॖঝ॑੿ॊऒधऋপহदघ؛૿ભऋऊॎॉ؜৾ফऋਤষखथुःगीमन॒न॒ਢःथःऌऽघ؛৵
৾ૅदःगीैोञ৕୹ऋর৾ૅदऽञःगीैोॊऒधुँॉऽघ؛ऒभৎ؜ૌுभওঔ؞੶ஈऋ
পःप૞અपऩॉऽघ؛
ؙऒभওঔधःअभम౐पःगी॑৅ৄखथ੶ஈघॊुभधखथधैइङ؜৕୹ञठभञीप؜৕୹
भਛশध୭୆भ૗৲॑ङढधইज़টشघॊुभटधधैइथःञटऌञःभदघ؛৸਩एॊाद؜ে
ણ॑੶ஈघॊওঔ৷౛॑ઇ୘੻৩ভऋଦढथःॊधऒौुँॉऽघ؛
ජೲखञੌ௶৓ৌૢध৊ഋਙ
َؙ ජೲखञੌ௶৓ৌૢ ؜ُऒोमःगीଆૃ੦ম্ଉभরदुశଞप੎ਏऩधऒौदघ؛ःगीਖ਻
पৌख؜ઇ৩଻যभৡ୤॔ॵউमপ૗পহऩऒधदघऋ؜଻যदमनअपुऩैऩःৎ৻पऩॉऽख
ञ؛଻رभৌૢभ଒ੀ॑ଓਘघॊधःअਔ௡द؜उ൩ःपජೲखञੌ௶৓ৌૢ॑खथऎटऔः؛
ؙੌ௶ऋੌ௶धखथਃચघॊञीपम؜౐पইज़شঐঝऩੌ௶؜୻इय৾ૅभ੻৩ভटधऊ৖ভ઼॑
ऎटऐदमऩऎ؜जभৣप७঑ইज़شঐঝऩँॊःमॖথইज़شঐঝऩੌ௶ऋഫઊठऔोथःॊ૑ਏ
ऋँॉऽघ؛ॣش५ভ৮भ৐भ஺మद؜َ ठॆढधऒोनअखेअَُ ऒोஃऐथेُधਞ௫प੉इॊ
ेअऩৃऋഫઊठऔोथऒज؜खढऊॉधखञੌ௶ऋअऽऎਃચखथःऎभदघ؛ऒोऋ؜৊ഋਙध
੉ॎोॊुभदघ؛
ؙ৊ഋਙधःअभम؜൤஺ऊैஃऐ়ढञॉ؜੍इ়ढञॉखऽघ؛೬ाৎ৑प૙৩஼द؜َ ઇఐभ
ઇइ্नअखेअ؛ठॆढध୔खः౿खथःॊেെऋःॊ॒दघُधৼ୥ऋँोय؜ऒो॑੔েभৡ
୤भऩऔध௬੼घॊभदमऩऎथ؜जोटऐઌએ৯पઅइथःॊधःअऒधदघ؛
ؙ৽ୡभ௹ऊऩଵ৶૙ृজشॲشऋَஎमऒअઅइॊऋَُ எभ৽ୡऊैमऒअटऋ ؜ُ଄ःযम଄ः
যऩॉपَ৽ୡमऩःऐोन؜ऒ॒ऩઅइ্मनअदघऊُध؜उ൩ःपਵख়ःৌਵघॊऒधपेढ
थੌ௶ऋਛশघॊभदघ؛ੌ௶धखथਛশख؜उ൩ःप॒৾दःऌऩऋै؜जभরद଻যऋਛশखथ
ःऎधःअ 2-/ق2QWKH-RE/HDUQLQJكधःअઅइ্दघ؛ऽञ؜ऒोऋ؜/HDUQLQJ2UJDQL]DWLRQ؜
৾ಆघॊੌ௶धःअઅइ্दघ؛
ؙઇ৩जोझोऋઌ໐पઅइฎा؜ੌ௶॑੿ढथ؜जभরषઇ୘৶୛॑োो੢ा؜যऋऊॎढथुਭ
ऐಲःदःऐॊेअऩੌ௶॑੿ढथःऊऩःधःऐऽच॒؛ঽ૓प୦दु੉इॊঢ়બ॑੿ढथःऌऩ
ऋै؜૙ৃधखथਛশख؜जऒद଻যुਛশखथःऎभदघ؛ॖথইज़شঐঝऩुभऋৣ੍इपऩढ
थ৿ःथःऎभऋੌ௶भँॉ্टधउઅइःञटऌञःभदघ؛ऽखथृেെ੐଑ऩ॒थःअभम؜
ਞ௮ऌ؜ਃૡ॑ਹऊचथ௮ऎ؜ऒोऋऩःधदऌऽच॒؛
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৕୹ऋ௫खऎৢइॊ৾ૅतऎॉ
ؙःगी॑ঽীञठभਖ਻धखथਭऐૃीॊऒधऋ౞ேଆૃभਸ਼঳నदघ؛৾ૅम৕୹पधढथ௫खः
৾लभ૬৑दँॉ؜ঽীञठभ೜ৃਚऋँॉ؜जखथ౸঵प௫खऎ૞ਸदऌ؜౸঵ऋীऊॊधःअৃप
खथःऌऽघҥ৾ಆ୭୆॑਱঱औचथःऎ঳୭धखथ؜ःगीभऩः਍৸؞਍ੱऩ૬৑॑੿ढथःऌऽघ؛
ऒअःअপऌऩधैइ্दःगीभ౞ேଆૃ॑ਤीथऎटऔः؛
ؙ৕୹ध৾ૅधभ৑पणऩऋॉभໃق९ش३কঝ؞঎থॻكऋँॊध؜৕୹पधढथ৾ૅमਔ௡ऋँॊ؜
੼கऋँॊुभधऩॉऽघ؛जभਔ௡तऐभໃऋ୬ऐोय୬ःऺन؜ૐ੮धभणऩऋॉऋਘीैो؜ૐ
੮৔भ౎঻ुপহपख؜ঝشঝुஹॊेअपऩढथऌऽघ؛जभໃऋજोोय؜ঝشঝमஹॉऽच॒ख؜
ૐ੮৔भযमनअदुःः؜ঽীपमঢ়બऩःधऩढथखऽःऽघ؛
ؙ৕୹ध৾ૅधभਔ௡भँॊणऩऋॉभໃ॑୬ऎखथःऎपम؜৾ૅऋ௫खःৃਚ؜ঽীपधढथਔ௡
भँॊৃਚ؜घऩॎठ೜ৃਚ॑੿ढथःऎऒधऋ্ੁदघ؛
ؙઃप؜౸঵੝ఒुপহदघ؛঺ভਙ॑ਛশऔचॊ॥঑গॽॣش३ঙথચৡभಆ੭म؜েെ੐଑टऐद
मदऌऽच॒؛ઇఐभরपुੌा੢॒दःऊऩःधःऐऽच॒؛
ঽഞᆾ৒૎भ୘ਛ
ؙਈ৏प؜৕୹भঽഞ௬੼؞ঽഞᆾ৒૎؞ঽ๑૎ੲभ୘ਛदघ؛০भ৕୹म્पऒोैऋశଞप࿅खः؛
ःगीमፚादକऒॊऒधऋ੗ऎ؜ऒोैऋ଩ःध؜ਫଝ૎॑৅มखेअधઓढथु؜ऩऊऩऊजअम
ःऌऽच॒؛ঽীम੼கभँॊয৑टधঽী॑ᆾ৒৓प௬੼घॊऒधम؜৕୹पधढथঽীऋপ৉पखढ
ऊॉधଌ॑ৣौघुधपऩॉऽघ؛ऒो॑୘थथःञटऌञः؛
ؙजभৎपপহऩभम؜ঽഞᆾ৒૎॑୘थॊञीपऺीॊऒधदघ؛धपऊऎੳीॊऒधऊै५ॱشॺ
ख؜ಇलञधऒौ؜ँॊःमಇलॊಇलऩःपऊऊॎैङ؜जभ৕ैखऔऋআढ़ॵध୾ॊधऒौ॑ग़থ
ঃডشওথॺ ৡतऐ खथःऎઅइ্दৰᄷखथऎटऔः؛
ؙङढधڬਡ॑਄ढथःञ৕ऋڱਡ਄ढञधखऽघ؛எम؜ਸਡ਌ଝध੉ढथःऽघऋ؜ڬਡऊैڱਡ
ਸਡऔोञ؜जोम૬ढ़भ੩ૺप਷ऋᆙऽॉटखञ؜َ ऒोमኂःآُधःअधैइ্॑घॊ๨दघ؛
ऽढञऎभෛᄏभൽो৉भরप਷ऋᩑाলखथऎॊऌढऊऐदघَ؛ ଐःऒधटآُध૎৿खथ؜঳ค
पಜव؛जअःअ৕୹पৌख؜َ எमँऩञ༵॑ॉपઓअ؜ঽཿदऌॊُधःअएैःभਞ੅ठ॑੅ढ
थமखऽघ؛
ؙुठौ॒؜੉ॎऩऐोयॲওधઓअऒधमखढऊॉ੐తखऽघ؛खऊख؜঩মमಳਡ॑੐తघॊ্ऋ
ਘघऍऽघ؛஡दुजअदघ؛৕୹षभધ཭मਯ੗ऎ੉ढथु؜ऺीॊऒधमऺध॒नखऽच॒؛टऊ
ैঽഞ౯৒૎ऋन॒न॒ਘऎऩॊभदघ؛
ؙऒोऊैम৾ૅटऐदमऩऎ؜ॳش঒धखथभ৾ૅतऎॉ؜৉ୠधુपँॊ৾ૅ॑؜ঢ়બਃঢ়ध৴௚
खथ৯੐औऩऎथमऩॉऽच॒؛औैप؜৉ୠभযञठभৡु೙ॉथનऊऩ৾ৡ॑णऎॉ؜঺ভਙ᩿॑
ുखथ؜৕୹भঽয়॑௕ढथःऎ্਱प؜঺ভमপऌऎ৿ऒअधखथःऽघ؛঺ভ॑଱ऑथा॒ऩद؜
৕୹ञठ॑୘थथःऐॊेअउൢःखञःधઓःऽघ؛
&23<5,*+7)5(( ളଲमಅ૭खऽघऋ؜෩੿ਥमڷۅقःगीଆૃ੍ର উট४ख़ॡॺपషരखऽघ؛
৅ষؙڷۅقःगीଆૃ੍ରكউট४ख़ॡॺহਜଂ
ؙؙؙٿ ೉ਣ਩๥୅৘๥୅঴ৈਣஊরਣ ୞৉
ؙؙؙবয়প৾১য๥୅ઇ୘প৾৽੾੫઺ম৖੫઺ୖ੫઺ઁਾબ
ؙؙؙਗ਼ਵ　088‐687‐6012
　　　http://www.naruto-u.ac.jp/research/bpproject/
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総合司会（小坂）
　山下学長，どうもありがとうございました。学長の方から「質問は？」という話がありましたけれ
ども，時間も参っておりますので，以上で山下学長の講演を終わらせていただきます。
　それでは閉会にあたりまして，鳴門教育大学理事・副学長，佐古秀一がご挨拶を申し上げます。
佐　古　秀　一（鳴門教育大学　理事・副学長）
　閉会にあたりまして，一言ご挨拶を申し上げます。本日は「第43回鳴教大教育・文化フォーラム」
と「平成29年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会」の共同講演会ということで開催いたしましたところ，
このようにたくさんの方々にご参加いただきまして，誠にありがとうございます。
　特に，鳴門市教育委員会の安田教育長様には，ご多忙中のところご出席を賜った上に，開会にあた
りましてご挨拶いただきまして，ありがとうございました。
　また今回は，徳島県内の阿南・美馬に設置しております本学のサテライト，「つながルーム」と申
しますが，ネット配信いたしまして，遠隔地からもこの講演会に参加していただいております。阿南・
美馬から参加された皆さん，いかがだったでしょうか。あまり反応がないですね。（笑）
　台風の影響などもあり，当初予定しておりました講演者を急遽変更いたしまして，本学の山下学長
と阪根教授による講演に切り替えさせていただきました。やむをえない事情とは言いましても，当初
の計画から変更いたしましたことには，心からお詫び申し上げますが，私は結果的にはなかなか良い
お話を聞けたなと思っております。これはおべんちゃらではございません。
　と言いますのも，お二人の話から「いじめはどこにでも起きている」と，そういうことはたぶん皆
さん，講演をお聞きになるまでもなく頭では分かっている。但し，実際のところ自分の目の前で起こっ
ている事柄がいじめかどうか判断することは，なかなか難しい。そういうことを教えていただいたと
思います。
　また，仮にいじめだということに気が付いても，どう対応すれば良いのかということが次に出てこ
ない。こういう事柄が続きまして，実はご紹介がありましたように，いじめによる重大な事案に発展
していくということにつながっていくのだろうと思っております。
　本日の講演からは，これまでの先入観に捉われることなく，法の観点をよく理解した上で，子ども
の状況をよく捉えること。それから関係者，特に教職員が抱え込まずに，連携をして情報の共有や連
携を図っていくこと。それから 3点目には，いじめということがもし浮かんでくれば，最優先として
それに取り組むことなど，随分と教えていただいたと思います。
　今回の講演会は以上のように，これから我々がいじめ問題に取り組む基本的な姿勢と，それから対
応の仕方ということについての根本を，お二人から提供していただいたように思っております。
　さて本学は，宮城教育大学，上越教育大学，福岡教育大学と共に，ネットワークを構築いたしまし
て「いじめ防止支援プロジェクト」，いわゆる BPプロジェクトを推進しております。これは各方面
のご協力をいただいた上で，日々起こっておりますいじめ問題を色んな方と力を合わせて防止すると
いうことの研究と実践に取り組むというプロジェクトでございます。
　本学は，これからも山下学長のリーダーシップの下，いじめの研究とその防止に向けた実践的な活
動に積極的に邁進してまいります。その成果をこのように今後も広く発信してまいりますので，皆様
方のご協力を今後ともよろしくお願いいたします。
　今回の講演会を開催するにあたりましては，鳴門市教育委員会，それから阿南市教育委員会，美馬
【閉会式・主催者代表挨拶】
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市教育委員会，並びに徳島県教育委員会，そして徳島県内の校園長会，それから報道機関の皆様方の
ご協力をいただきました。心から御礼申し上げます。
　最後になりましたが，今回の講演会において急遽講演を引き受けていただきました山下学長と阪根
教授に，身内の者でありますが謝意を表したいと思っております。ありがとうございました。
　これで，簡単ではございますが，閉会の挨拶にさせていただきます。皆さん，本当にありがとうご
ざいました。（拍手）
総合司会（小坂）
　以上をもちまして，「第43回鳴教大教育・文化フォーラム」，並びに「平成29年度 BPプロジェクト
第 1回徳島大会」を終了いたします。
　お帰りの際にはアンケートを受付の回収箱にお入れくださるよう，ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　本日はどうもお疲れさまでした。ありがとうございました。（拍手）
（終　了）
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ご職業についてお伺いします。 １　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
２　今日のフォー ラムの“内容”は，あなたにとって
　有益なものであった。
3　いじめ問題について，理解が深まった。
４　本事業を何で知りましたか。 ５　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
6　性別について
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。
職場（学校）（299）
ちらしやWebで（14）
知人・友人の紹介（3）
その他（13）
無回答（4）
小学校教員（165）
中学校教員（75）
高等学校教員（6）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（19）
大学教員（6）
学生（38）
公務員（18）
会社員（0）
その他（11）
無回答（25）
そうである（288）
ややそうである（40）
どちらともいえない（4）
あまりそうではない（1）
そうではない（0）
無回答（0）
そうである（258）
ややそうである（61）
どちらともいえない（9）
あまりそうではない（3）
そうではない（0）
無回答（2）
そうである（246）
ややそうである（75）
どちらともいえない（9）
あまりそうではない（2）
そうではない（0）
無回答（1）
鳴門市内 (274)
鳴門市外 (30)
県外（18）
無回答 (9)
男 (122)
女 (202)
その他（2）
無回答 (7)
45.5％
20.7％
1.7％
3％0.0％
10.5％
1.7％
5.2％
0.0％
86.5％
77.5％
18.3％
73.9％
22.5％
89.8％
4.2％
0.9％ 3.9％ 1.2％
36.6％
60.7％
0.6％ 2.1％
82.8％
5％
6.9％
12.0％
1.2％
0.3％ 0.0％
0.0％
2.7％
0.6％ 0.0％
0.3％ 2.7％
0.9％ 0.0％
0.6％
9.1％
5.4％
2.7％
第43回鳴教大教育・文化フォーラム　3会場　来場者アンケート集計結果
参加者数　488　回答者数　363　回答率　74.4%
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【フォーラムに関する意見・感想】
　○　大学を核として行われている取り組みについて知ることができて良かった。※地元の大学が「い
じめ」対策について中心的役割を果たしているということから，自分自身もこの問題について，
現場で生かしていきたい。
　○　サテライトにて，わかりやすく受けることができました。ありがとうございました。「いじめ
防止基本方針」の学校独自の作成と，PDCAサイクルによる改善により，よりよいものとして
児童生徒を守っていくことの大切さ，そして何よりその継続により教師自身の立場も心身も守っ
ていくものだということがよくわかりました。本当にありがとうございました。
　○　教育法制論を学んでいないので，自分の経験のみで教師をやりました。ぜひ今回のようなテー
マでの講演をよろしくお願いします。
　○　有意義な講義内容，配布資料であった。再度資料を読み返して，まとめ活用していきたい。対
応策についての研修を進めたい。
　○　道徳の教科化
　○　具体的な内容が多く，聴きやすく，分かりやすかった。
　○　いじめ防止対策推進法や取るべき措置について理解を深めることができた。
　○　大変勉強になりました。ありがとうございました。今後，不登校問題について，特別支援教育
について研修できる機会があればと思います。
　○　いじめに対する対応は，ほんとうに大変です。教職員が協力して対応にあたることの必要性を
改めて知ることができました。
　○　防災の教育に伴う，学校の運営（避難所のことなど）
　○　概念的，理念的，理想的なお話よりも，具体的現実的，反省的に，様々な現場の実例を細かく，
示していただける方が，自分たちの現場により多くのことを活かせるように感じます。
　○　阪根先生のお話は，いつ聞いても具体的・実践的で有意義なお話です。それでいて，「目から
ウロコ」的な内容が含まれており，平素の自分の言動を振り返りながら，聞かせていただきまし
た。今回特に心に残ったのは「傍観者は，迷っている」とのことでした。そこを正しい方向（で
きれば行動）に導くのは，教員の態度（発言・行動）であると思います。いじめを許さない雰囲
気は，多数派でなくては，効果がほとんどないと思います。正しい考え・行動が認められ多数派
となる学校を作っていきたいと思います。
　○　いじめ問題について。スマホ等のトラブルや対策
　○　SNS 等，ネットトラブルへの気づき，発見，対処等
　○　いじめの対応について明確になって大変勉強になった。
　○　いじめ防止対策推進法について理解ができました。
　○　いじめ解決への対応と法律との関係がくわしくわかりました。教師は，いじめられている立場
の絶対的な味方でいることの再認識をしたフォーラムでした。SNS 上のいじめへの対応は，難
しい点が多く，子ども達や保護者より相談を受けます。ネット上の事例への関わりの方法，解決
の仕方を知りたいと思います。ネット上にふみこんでいくということは，相応なすべを，どの教
員も持たなければ，できません。警察のサイバー犯罪組織との関連や学校ができることをもっと
知りたいので，今後のテーマに取り上げていただければありがたいです。
　○　サテライト方式は初めての参加だったが，特に問題もなく講演内容もよく理解できた。遠隔地
の教員の負担軽減の面でも大いにプラスである。県教委の出張等でもぜひ取り入れてほしい。ま
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た，台風の影響で講師の方々が来られなかったのがとても残念でした。何かの機会にぜひご講演
を拝聴してみたい。
　○　最近，特別支援学級入級の生徒の不登校が多いように思いますので，このことに関するテーマ
を取り上げていただきたいと思います。
　○　子どもどうしで，うまく関わりがもてなくなっているような気がする。コミュニケーション力
をつけるには，小学校からどのような活動をしていけばいいだろうか。
　○　授業力向上。新学習指導要領等について
　○　今回のフォーラムのテーマが「いじめを考える」だった為，子ども同士のいじめ問題，教師か
ら子どもへの悪意のないいじめのお話がありましたが，子ども（保護者）から教師へのいじめの
お話がありませんでした。もちろん，子どもが一番大切です。しかし，昨今は教師が傷付けられ
ていることがとても多いように思います。教師側のケアについても今後取り上げていってほしい
です。
　○　「BP」「ドラえもんといじめ」のリーフレット参考になりました。ありがとうございました。（絵
はゼミの学生さん？）
　○　コミュニティスクール。働き方（ワークライフバランス，長時間勤務の改善など）。ネットト
ラブル（インターネットの利用など）
　○　今後もいじめについてフォーラムをしてほしい
　○　業務改善。地域連携（コミュニティスクール）
　○　貴重なお話をきけました。現場で，今日きいたことを頭のすみっこにでも留めておきたいです。
　○　阪根先生の講演が，特に勉強になった。義家先生と森田先生のお話を聞けなかったのは残念だっ
たが，久々に“学長節”が聞けて元気を頂いた。ありがとうございました。
　○　阪根健二先生のお話は何回聞いても勉強になります。先生の経験をふまえた講演はこれからも
また聞きたいと思いました。
　○　LINE，ツイッターを中学生が使うことでの喚起・注意など
　○　特別支援教育について取り上げてほしい。
　○　阪根先生のお話，すごくためになりました。「法律上は」という言葉に，むずかしいいじめの
問題が助けられると思いました。私はクラスでは，「いじめはある」「起こって当たり前」と伝え，
皆でその前提のもと日々こまかいトラブルなどに対応するようにしています。
　○　なかなか研修に来ることができないくらい多忙なので，いじめについて法律で決められている
ことをよく把握し，対応しなければならないということを理解できてよかった。法律に基づいて
対応すると言いつつも経験に基づいて対応されている気もする。教師の立ち位置はもちろんいじ
められる側にあるべきという理想と法律があるわけだが，全てそうだと言いきれるほど学級，学
年，学校経営は甘くなく，色々なパターンに対応していかなければならないと思う。法律として
処理するということにまだ冷たさを感じてしまうのは慣れていないからだろうか。
　○　いじめ事象による不登校児童にかかわっている日々でしたので阪根先生，山下学長先生のお話
をきいて大変勉強になりました。いじめの対応，概念を考え直す必要があるということを何より
もまず，職場の先生たちに伝えていきたいです。貴重な学びの機会をありがとうございました。
　○　今後，取り上げてほしいテーマとして・・・
　　　特別支援学級に入級していない生徒の中にも明らかに支援が必要な生徒がいる。その生徒たち
への授業での対応や生活面での問題行動を起こさせないような手法を学べるような講演，演習を
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希望します。
　○　学校には様々な課題が押し寄せており，教師の多忙感は増す一方である。その中で最も大切に
すべきことが見失われかねない状況にあるように思う。子どもたちが学校に行くことに価値を見
出せること，居場所があること，自己実現に向けて力を発揮できることなど安心・安全な学校を
つくり出していくことが我々教員の最大の義務であると感じる。だからこそ，いじめを中心とし
た人権意識の高まりなしには解決できないことに対して，教員自身が真摯に向き合っていく必要
性をあらためて認識することができた。
　○　細かいポイントでも“気づく”ということが大切なことだと思ったし，これからは長期休み明
けになるので小さな変化を見逃さないようにしたい。
　○　BPプロジェクトの大会へは初参加で，法律のことなど，とてもよく分かり，勉強になりました。
ありがとうございます。
　○　性の多様性について
　○　いじめ，自殺の様々な問題について，改めて考えさせられました。いじめ防止対策推進法の法
律に基づいて，法律上はいじめになるという自覚を我々教師はもつべきであるし，対応のツール
にしていくこともできると感じました。死に直結するという危機感をもった対応と，姿勢がひつ
ようだということを学びました。いい勉強ができました。
　○　今後，部活動のあり方なども取り上げてほしいです。
　○　いじめ問題の対応に学校現場は苦慮している。今後も，対応事例等を紹介していただければと
思う。時に子ども同士では解決していく保護者が納得できず解決が困難なこともあるため，それ
らの対応についても教えていただければと思う。
　○　最優先に取り組むことの重要性と気づく，かかわる，信頼をつなぐといった日常の生活で築く
ことの大切さを再認識できました。「法律上は，これもいじめです」と言ってすばやく対応する
こと，いじめは日常にあるものと捉えること。山下先生のあたたかい語り，真理をふきこんでく
れる声・・・教職大学院 2年間で学んだ 7年前をとてもなつかしく思ったし，あの充実した学び
をありがたく思いました。お世話になりました。お二人の近くで勤務できて幸せです。
　○　講義中にもおっしゃっていた性同一性障害について知りたいと思いました。
　○　非常に興味深く拝聴させていただきました。それと同時に勉強不足であるとも痛感しました。
ネットで資料を確認させていただいて，また活用していけたらと思っています。今日は研修がで
きて，とてもよかったと思っています。ありがとうございました。
　○　道徳教育。教員の勤務実態（部活動指導）
　○　外国語教育。特別支援。発達障害
　○　第 1回 BPに引き続き，今回も有意義な時間をすごさせていただき，ありがとうございました。
自分を見つめなおすことができました。今回のお話を校内での研修でも聞くことができればいい
なぁと思います。山下先生，阪根先生ありがとうございました。
　○　育ち方・体験・考え方・とらえ方が人それぞれであり健康（心も体も）な人となるよう子ども
たちとかかわりたいと思いますが，今，私が「どうすれば」と悩んでいることがあります。され
る，してくれないと育った大人をどのようにサポートしていけば・・・いろいろと今日の話をき
いてためしてみたいと思います。
　○　いじめについて，いつどこでも起こりうることだと考えることができました。いじめの芽を見
逃さず，学校全体で取り組んでいくことが大切だと思いました。
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　○　性別違和への理解を深める内容
　○　“いじめ”は，起こりうることかもしれないけれど起こったことを隠さず，長い目で対応する
必要性を感じています。子どもの周りにいる私たちの考え方で心の成長も異なると思っています。
　○　阪根先生のお話をきいて，意識が少し変わったように思います。すばらしいご講演をありがと
うございました。学部時代にも阪根先生のお話（いじめについて）は何度か聞いたことがありま
すが，そのときとはまた違った立場（気持ち）で聞くことができました。また機会があれば阪根
先生のご講演を聞きたいです。
　○　スタッフの皆様には朝早くから駐車場案内や受付などお世話になりました。会場内でどうぞ前
の方からと声をかけられているスタッフさんがいるにもかかわらず，後ろの方から席とりをする
方が多いことに胸が痛みました。各校，園，研修の際には前からつめて座るように声かけが必要
なのかと，意識の低さを感じました。いじめというテーマのフォーラムでしたので特に「周りに
合わせるよう」「みんなそうしているから」という考え方が気にかかりました。ご準備，ご講演
をしてくださった方々に対しても失礼です。細かいことかもしれませんがそのようなところから
意識を変えていかなくてはとおもいました。講演の中では「法律上のいじめ」の定義について学
び，これからは保護者に対してもそのように知らせていかなくてはならない時代になってきたの
だと痛感しました。そして，私たち教師が学び続けて子どもたちにフィードバックしていかなく
てはいけないと思いました。子どもたちに対しておかしいことはおかしいと言い合える大人同士
の関係性を見せていくことも必要であると感じました。まずは，自身の周りの環境をととのえて
いきたいと思います。貴重なお話を，ありがとうございました。
　○　いじめについて，考えさせられる機会となりました。幼稚園では，いじめにつながるような行
動，相手の気持ち，言葉など遊びのなかでのかかわりなど，しっかりと見守り，援助していかな
ければいけないと思いました。
　○　教員の多忙解消，働き方改革。部活動（課外活動）の在り方
　○　被害妄想（気味）の子どもと親への対応に苦慮しています。子どもたちからも○○さんとの関
わりには気をつけようという意識が見られ，被害者側に立って指導する難しさも感じながら命は
守らないとという気持ちです。ありがとうございました。
　○　学校現場におけるワークライフバランスについて
　○　最近は人と人とのコミュニケーション能力が少なくなっていることが気にかかる。これが，い
じめにもつながっているように感じる。社会，親，教師等も忙しさにおわれ，ゆっくり子どもと
向き合えない・・・。課題ばかりが見え，解決の糸口が見えない。親のクレーム対応にも時間を
うばわれており，古きよき時代の学校の姿は今はないように思うのは自分だけ・・・？
　○　これまでの，現在の教育活動を省察するチャンスにしたいです。
　○　いじめが日常業務で最優先だと改めて認識しました。過去のイメージをすて，法律上のいじめ
と今までのギャップをしっかり認識しないといけない。いじめは死につながると肝にめいじなが
ら，日々がんばりたいと思います。また次回のBPプロジェクトに参加できる日を楽しみにして
います。本日は本当にありがとうございました。
　○　働き方改革〈管理職用・教職員用〉
　○　非常に素晴らしいフォーラムでした。いじめの対応や教師の在り方について理解が深まりまし
た。ありがとうございました。サテライトに加え，鳴門市をあげての研修会に感銘をうけました。
　○　代理とおっしゃっていましたが，大変わかりやすく，大変重要なことを話してくださり，本当
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にありがとうございました。「いじめ」のこと，改めてこわい，と思いながら考えることができ
ました。
　　　森田先生の話，またいつか必ず実現させてください。
　　　山下学長のお話，久しぶりに聞くことができ，とてもよかったです。院生時代の学びを思い出
せました。
　○　阪根教授の話の中に一瞬出てきましたがコミュニティスクール，地域協働についてこれからの
学校には必要なことだと思います。ありがとうございました。良い勉強の機会になりました。
　○　「法律的には」という対応法はわかっていたつもりでもあまり意識しないので，留意したいと
思った。
　○　いじめの問題は他の様々な仕事よりも最優先するべきことであることを改めて認識した。夏休
みまでは特に大きな問題はなかったが，これからどのようなことが起きるのかわからないので気
を抜かずに子どもたちを見ていきたい。
　○　とても分かりやすい話し方で，すぐ，学校の方で生かせる話が聞けて良かった。子どもに対し
親身になって，共有して協力して（現場で）いじめ対応していきます。
　○　保護者対応，法規。道徳教育
　○　アクティブラーニング。主権者教育。キャリア教育。人権教育と道徳教育
　○　カリキュラムマネジメント。道徳科
　○　これからの教員に必要となる能力について聞きたい。
　○　今日のフォーラムについての感想です。
　　①　法律上の「いじめの定義」を現場におろしていくことは，保護者，生徒との人間関係，信頼
関係上とても無理があると感じました。特に法律上では加害者の立場となる，生徒・保護者か
らの理解は，とても難しいと思いました。
　　②　善意から発した言動がかえって，相手を傷つけている事例はよくあると思います。（不登校
など）それならば，どのような対処をすればよいのか，具体的に教えていただきたかったです。
　○　新学習指導要領の理念。虐待について（児童・生徒）
　○　地域や保護者，校種間の連携について。効果的な連携のとり方や，課題への取り組み方につい
て知りたいです。
　○　現場の多様な事例に関わってこられた阪根先生の解説がとてもわかりやすかったです。教師が
毅然とした立ち位置で対応することの大切さを忘れず，みんなが安心して過ごせる学級を作って
いきます。
　○　いじめにはいろいろなパターンがあります。本日のお話のように教師の対応によって解消され
たものはすばらしいと思います。ところで，いじめを受けていても表に出ず，事件も起こらず，
学校を出て社会に出ても消極的な排除を受ける人たちがいます。その中には「空気を読めない」
と呼ばれる人が多くいます。「隠れた弱者」とも呼びたいのですが，そういった対人スキルを学
ばせていく手段をぜひ知りたいです。いじめを知り解消に向かうことの大切さは，多く学べまし
たが，いじめをいじめられた者が能動的にはね返していく力をつけてやる，そういう方法を知り
たいです。
　○　LGBTによるいじめという話題があったが，教員自身も LGBTの理解が十分でない人もいる
ので，LGBTについて詳しく知りたい。発達障がいの児童が増えてきているが，特別支援の担当
でないと特別支援を必要とする児童への対応の仕方を研修する機会がほとんどないので，特別支
援に関するフォーラムをしてほしい。
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